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一人ひとりが生き生きと暮らし、
ともに支えあうまちへ

特
　
集

「男女共同参画」というとなにか耳慣れない、難しいことのように思えるかもしれません。
しかしそれは社会を構成する全ての人たちに関わる重要なことです。女性にとっても男性
にとっても幸せな社会を目指す「男女共同参画」とはどういったものなのでしょうか。

男女共同参画特集

一人ひとりが生き生きと暮らし、
ともに支えあうまちへ

一
人
ひ
と
り
が
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
自
分
の
意
思

と
責
任
に
よ
っ
て
生
き
方
が
選
択
で
き
、

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
男
女
が
対
等
な

立
場
で
参
画
し
と
も
に
発
展
を
支
え
て
い

く
こ
と
で
、
み
ん
な
が
生
き
生
き
輝
い
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。（
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
）

日
本
国
憲
法
で
は
法
の
下
で
の
平
等
が

う
た
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
社
会
に
は
ま
だ

ま
だ
男
女
が
平
等
で
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
私
た
ち
の
周
り
で
は
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
や
、
経
済
の
成
熟
化
、
国

際
化
、
情
報
化
な
ど
、
大
き
な
変
革
期
に

あ
り
、
平
成
16
年
を
ピ
ー
ク
と
し
、
人
口

減
少
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
、
女
性
も
男

性
も
と
も
に
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
す
る「
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
」は
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
発
展
の
大
変
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
ま
す
。

◇
男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て

ど
ん
な
こ
と
？

◇
な
ぜ
、
今
男
女
共
同
参
画
が

必
要
な
の
？
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特
　
集

◇調査の概要

調査対象：町内居住の満20歳以上の

男女2,000人

調査方法：郵送による配布・回収

調査時期：平成18年

１月31日～２月８日

回 収 数：945人（回収率47.25％）

（パーセンテージについては、小数点第

２位を四捨五入しているため、構成比

の合計は必ずしも100％には一致しま

せん）

全体で、また男女別で見た場合でも、「男女とも生活的自立をする」が最

も多くなっています。（○は３つまで）

男女共同参画の実現のために必要なこと

男は仕事・女は家庭という考え方、どう思いますか 男女の地位の平等

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 

36.5％ 

28.1％ 

25.4％ 

22.5％ 

18.5％ 

17.7％ 

17.1％ 

16.9％ 

16.1％ 

11.6％ 

1.1％ 

3.7％ 

 

家事や育児、介護などを家族で分担すること 

 

社会のしきたりや古い慣習にとらわれないこと 

従来の性別役割分担にとらわれないこと 

男尊女卑の意識を改めること 

女性が甘えた意識を改めること 

自分の考えや行動は自分で決めること 

男女とも地域での活動などに参画すること 

 

男性の仕事中心の生き方、考え方を改めること 

その他 

わからない 

男女とも生活的自立をする 
（身の回りのことは自分でする）こと 

男女とも経済的自立をする 
（生活費は自分で用意する）こと 

子どもの時から平等意識を 
育てるしつけ、教育をすること 

51.2％ 

女性では「あまり賛成しない」「賛成しない」の合計が

「賛成」「やや賛成」の合計を上回っています。男性では

逆になっていますが、男女とも「どちらともいえない」が

最も多くなっています。また年代によっても違いが見ら

れます。

総計 

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70代以上 

総計 

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70代以上 

女性集計 

男性集計 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％ 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％ 

19.1％ 38.7％ 20.4％ 15.0％ 1.9％ 

1.1％ 

4.4％ 

0.9％ 

5.8％ 

5.0％ 
18.6％ 37.3％ 22.0％ 16.9％ 

5.1％ 

22.2％ 26.7％ 23.3％ 24.4％ 
2.2％ 
7.7％ 47.3％ 23.1％ 15.4％ 
2.2％ 

19.0％ 40.5％ 19.0％ 18.1％ 
3.4％ 

19.6％ 43.0％ 22.4％ 5.6％ 8.4％ 

30.4％ 33.3％ 10.1％ 10.1％ 10.1％ 

1.4％ 25.5％ 34.4％ 14.9％ 8.9％ 14.9％ 

25.0％ 27.5％ 27.5％ 5.0％ 15.0％ 

25.5％ 39.2％ 19.6％ 7.8％ 7.8％ 

3.8％ 18.9％ 32.1％ 13.2％ 20.8％ 11.3％ 

2.4％ 28.9％ 34.9％ 15.7％ 9.6％ 8.4％ 

1.1％ 25.5％ 36.2％ 7.4％ 7.4％ 22.3％ 

27.1％ 33.3％ 14.6％ 2.12.1％ 2.1％ 22.9％ 

賛成 やや賛成 どちらともいえない 
あまり賛成しない 賛成しない わからない 

「学校教育」の場では、平等感が高く、その他の分野で

は「男性が優遇されている」「どちらかといえば男性が優

遇されている」と感じる人が多くなっています。男女で

の感じ方も違っています。

女性 

男性 

女性 

男性 

女性 

男性 

女性 

男性 

女性 

男性 

女性 

男性 

女性 

男性 

女性 

男性 

Ａ家庭の中では 

Ｂ職場の中では 

Ｃ地域活動の中では 

Ｄ学校教育の場では 

Ｅ政治の場では 

Ｆ法律や制度の上では 

 

Ｈ社会全体では 

Ｇ社会通念・慣習 
　・しきたりなど 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

5.5％ 49.7％ 19.8％ 
3.0％ 0.9％ 

21.0％ 

3.0％ 3.0％ 46.6％ 29.7％ 
4.9％ 3.0％ 

12.8％ 

11.6％ 43.7％ 12.4％ 
1.8％ 1.0％ 

29.6％ 

5.1％ 45.7％ 22.2％ 6.3％ 
2.0％ 

18.8％ 

15.0％ 41.5％ 27.7％ 
4.1％ 0.4％ 

11.3％ 

10.7％ 29.8％ 43.5％ 7.7％ 
1.4％ 

6.9％ 

22.6％ 17.6％ 52.5％ 
2.4％ 1.4％ 3.6％ 

20.0％ 10.9％ 62.0％ 
4.3％ 1.7％ 1.1％ 

10.4％ 42.7％ 12.0％ 
0.4％ 0.4％ 

34.0％ 

8.8％ 42.3％ 24.5％ 
1.9％ 0.8％ 

21.7％ 

15.6％ 38.5％ 30.1％ 
2.5％ 1.2％ 

12.1％ 

10.1％ 20.9％ 54.5％ 5.0％ 
3.4％ 

6.1％ 

8.5％ 46.2％ 5.4％ 
1.2％ 0.4％ 

38.5％ 

5.8％ 54.7％ 11.7％ 
2.5％ 0.6％ 

24.7％ 

8.0％ 56.1％ 9.6％ 
1.5％ 0.4％ 

24.3％ 

6.3％ 56.3％ 17.5％ 
4.14.1％ 1.91.9％ 4.1％ 1.9％ 

13.9％ 

平等である どちらかといえば女性が優遇されている 

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている 

女性が優遇されている わからない 

男女共同参画に関する
町民意識調査の結果から
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「
こ
の
看
護
師
と
い
う
仕
事
で
、
男

女
で
の
期
待
や
役
割
に
差
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
物
事
に
対
す
る

見
方
や
視
点
に
多
少
の
違
い
は
あ
る
で

し
ょ
う
。
患
者
さ
ん
に
は
老
若
男
女
の

方
が
い
ま
す
。
医
師
の
指
示
の
も
と
、

常
に
患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
看
護

を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
ね
」と

話
す
石
丸
さ
ん
。

個
人
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
性

別
で
も
感
覚
の
違
い
は
あ
る
で
し
ょ
う
。

当
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
ど
ち
ら

も
、
ど
れ
も
を
尊
重
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

高
校
の
時
に
先
輩
に
誘
わ
れ
、
卒
業

後
病
院
に
勤
め
た
石
丸
さ
ん
。
勤
め
る

ま
で
は
看
護
の
仕
事
を
す
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
見

習
い
と
し
て
看
護
の
仕
事
を
し
な
が
ら

看
護
学
校
に
通
い
、
五
年
か
け
て
正
看

護
師
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の

当
時
の
こ
と
を
石
丸
さ
ん
は
、「
初
め
は

戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
目

標
や
そ
の
先
に
何
が
あ
る
の
か
と
い
っ

た
こ
と
は
続
け
て
い
く
中
で
初
め
て
見

出
せ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
場

合
は
、こ
の
道
を
歩
む
中
で
資
格
取
得

と
い
う
目
標
も
で
き
ま
し
た
し
、
看
護

と
い
う
専
門
職
と
し
て
大
き
な
や
り
が

い
も
得
ま
し
た
。
今
は
こ
の
仕
事
を
選

択
し
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
話
し
ま
す
。

金
沢
医
科
大
学
病
院
の
ハ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
急
性
期
の
心
疾
患
患
者（
心

筋
梗
塞
等
）に
対
応
す
る
集
中
治
療
病

棟
で
、
昼
夜
を
問
わ
ず
緊
急
な
患
者
に

も
対
応
で
き
る
体
制
が
と
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
看
護
師
長
と
し
て
看
護
ス

タ
ッ
フ
を
ま
と
め
て
い
る
の
が
石
丸
章

宏
さ
ん
。
石
丸
さ
ん
は「
こ
の
仕
事
で

は
瞬
時
の
判
断
が
重
要
で
す
。
切
羽
詰

ま
っ
た
状
況
の
な
か
で
、
自
分
が
ど
れ

だ
け
患
者
に
迅
速
に
的
確
な
ケ
ア
を

提
供
で
き
る
か
が
求
め
ら
れ
る
。
責
任

の
大
き
い
仕
事
に
対
し
、
逆
に
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

金沢医科大学病院 
ハートセンター  

石丸章宏 
看護師長 

 

特
　
集

人
が
人
を
み
る
仕
事

性
別
で
決
ま
ら
な
い
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
幸
せ

女
性
も
男
性
も
互
い
の

個
性
を
認
め
あ
っ
て

石丸　章宏さん

男
女
共
同
参
画
特
集

み
ん
な
で
支
え
あ
え
ば

笑
顔
か
が
や
く
ま
ち
に

み
ん
な
で
支
え
あ
え
ば

笑
顔
か
が
や
く
ま
ち
に



5
2006.11.5

高木さんご一家

酒井　久雄さん

高木さんご一家 

アカシア花と緑の会 

特
　
集

昭
良
さ
ん
は「
私
の
実
家
は
自
営

業
で
、
父
も
家
事
や
子
育
て
に
あ
る

程
度
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

見
て
い
た
の
で
、
男
性
も
家
事
や
子

育
て
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
当
り

前
の
よ
う
に
思
え
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
」と
話
し
ま
す
。

子
は
親
を
見
て
育
つ
。
明
る
く
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
く
れ
る
お
二

人
は
、「
女
だ
か
ら
、
男
だ
か
ら
」に
と

ら
わ
れ
ず
自
然
に
お
互
い
を
認
め
合

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

柔
ら
か
い
秋
の
日
差
し
が
心
地
よ

い
あ
る
土
曜
日
、「
カ
ン
ガ
ル
ー
ム

内

」に
親
子
三
人
で
遊
び
に
来
て

い
る
の
は
高
木
昭
良
さ
ん
、
啓
子
さ

ん
、
日
菜
子
ち
ゃ
ん
の
ご
家
族
。
家

事
等
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
と
昭
良

さ
ん
は
こ
う
話
し
ま
す
。「
ご
み
出
し
、

洗
濯
、
洗
い
も
の
く
ら
い
は
し
て
い

ま
す
ね
。
仕
事
が
忙
し
い
時
は
週
末

に
埋
め
合
わ
せ
を
し
ま
す
」

日
菜
子
ち
ゃ
ん
は
１
歳
９
ヶ
月
。

昭
良
さ
ん
は
仕
事
の
帰
り
や
週
末
に

お
む
つ
な
ど
を
買
っ
て
き
ま
す
。
啓
子

さ
ん
は
子
ど
も
の
買
い
物
を
し
て
く

る
こ
と
に
何
の
抵
抗
も
な
い
夫
に
初

め
は
少
し
驚
い
た
と
話
し
ま
す
。「
男

の
人
は
お
む
つ
を
買
っ
た
り
す
る
の

を
嫌
が
っ
た
り
面
倒
く
さ
が
っ
た
り

し
ま
せ
ん
か
。
だ
か
ら
自
分
か
ら
そ

う
い
っ
た
買
い
物
を
し
て
帰
っ
て
き
た

と
き
は
少
し
び
っ
く
り
し
ま
し
た
ね
。

助
か
っ
て
ま
す
。」

積
極
的
に
家
事
に
も
参
加

安
売
り
日
な
ど
を
狙
い
ま
す

子
ど
も
は
親
を
見
て
い
る

酒
井
さ
ん
が
こ
う
い
っ
た
活
動
を

始
め
た
の
は
７
年
前
。
昨
年
ま
で
は

会
社
に
勤
め
な
が
ら
の
活
動
で
し
た
。

「
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
に
は
女
性
も

男
性
も
い
ま
す
。
き
れ
い
な
町
に
と
、

思
い
は
一
緒
で
す
。
同
じ
思
い
の
も

と
に
、
共
に
協
力
し
あ
っ
て
い
く
こ
と

は
当
然
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
住
む
ま
ち
の
こ
と
を

考
え
て
い
け
ば
、
い
つ
か
素
晴
ら
し
い

ま
ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
。」

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

地
域
で
活
動
す
る
人
た
ち
の
力
は

益
々
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
様
々
な

分
野
で
女
性
も
男
性
も
、
皆
が
協
力

し
住
み
よ
い
魅
力
あ
る
ま
ち
を
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ア
カ
シ
ア
公
民
館
か
ら
内

駅
へ

の
び
る
通
り
の
街
路
樹
の
根
元
に

は
、
毎
年
鮮
や
か
な
花
が
植
え
ら
れ
、

町
に
も
人
の
心
に
も
潤
い
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
こ
の
花
を
植
え
、
世
話
を

し
て
い
る
の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の「
ア

カ
シ
ア
花
と
緑
の
会
」の

皆
さ
ん
。
会
長
を
務
め

る
酒
井
久
雄
さ
ん
は「
実

際
の
活
動
と
な
る
と
、

な
か
な
か
や
り
手
も
い

な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
こ

こ
は
一
つ
自
分
が
や
っ

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し

た
」と
話
し
ま
す
。

き
れ
い
な
町
並
み
は

誰
し
も
の
願
い

一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
が

ま
ち
を
形
作
る

●
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
政
策
部

企
画
財
政
課

男
女
共
同
参
画
室

1
２
８
６
｜

６
７
２
３
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住
民
税
が
変
わ
り
ま
す住民税が変わります。住民税が変わります。

国から地方へ
平成19年度から税源移譲によって

シリーズ2

国税である所得税から地方税である住民税へ３兆円の税源移譲に伴い、住民税が平成19年度分か
ら大きく変わります。先月号では、税源移譲の背景に重点を置き、19年度住民税の税率が大きく変わ
るところまでご説明しました。今月号では、もう少し具体的に19年度住民税についてご説明します。

住民税所得割の税率は従来３段階の超過累進構造になっていました。これを所得の多い少ないに関わらず一律10％の比例

税率構造に変えることになりました。

これによって高額所得者の多い地域に税収が集中することなく税源移譲が可能となります。

※この改正は、平成19年6月徴収分から適用されます。

●200万円までの課税所得は税率5％（町民税3％、県民税2％）

●200～700万円までの課税所得は税率10％（町民税8％、県民税2％）

●700万円超の課税所得は税率13％（町民税10％、県民税3％）

◎たとえば、課税所得が300万円の場合……

200万円×5％＋（300万円－200万円）×10％＝20万円

●課税所得とは？…皆さんの給与や事業収入などは税法上「収入」と呼ばれるものです。「課税所得」とはこの「収入」から給与所
得控除や基礎控除、扶養控除、社会保険料控除といった諸控除を差し引いた残りの金額のことです。この
「課税所得」に税率をかけたものが「税額」となります。

●課税所得にかかわらず、一律10％

◎たとえば、課税所得が300万円の場合……

300万円×10％＝30万円
※実際の税額は、この他に人的控除の差に対応した減額措置が
講じられます。

※図中の税率は、町民税と県民税を合わせたものです。 
▲0 ▲200万円 ▲700万円 （課税所得） 

5％ 
13％ 

▲0 （課税所得） 

10％ 10％ 
（町民税6％、県民税4％） 

平成18年度分まで 平成19年度分から 

わが国では、少子・高齢化が著しいスピードで進んでいます。
このような社会では、労働人口の減少や社会保障関係費の増大が見込まれ、公的サービスの財源となる税の

役割はますます重要となります。私たち一人ひとりがその税の果たす役割を理解し、公的サービスと負担をど
のように選択するかを含めて、税について真剣に考えていく必要があります。
国税庁では、少子・高齢社会における税の意義や役割などについて考えてもらうための情報を提供すると

ともに、税務行政のｌＴ化への取組に対する理解を深めてもらう観点から「国税電子申告・納税システム
（e-Tax）の利用促進及び周知」に重点的に取り組みます。

テーマ～少子・高齢社会と税～

税を考える週間 11月11日（土）～17日（金）

どう変わるの？

住民税所得割の税率が10％に統一されます。

Q
A
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住
民
税
が
変
わ
り
ま
す

１ マスメディアを活用した広報
国税庁提供テレビ番組での放送や新聞広告などのマスメディアを活用し、広

報します。
２ 国税庁ホームページの活用

国税庁ホームページに「税を考える週間」特集ぺ一ジを開設し、税について考
えてもらうための情報を提供します。また簡単なクイズを行い、税についての関
心を高めてもらえるようぺ一ジもつくります。

３ 税に関する作文・作品の表彰
全国の中学生・高校生の皆さんから応募のあった税に関する作文・作品の入選

作の表彰及び作品展示が、全国各地で行われます。
４ 講演会や説明会等

国税局や税務署による講演会や説明会を開催し、税について考えてもらうた
めの情報提供や税務行政の現状の説明を行います。

「税を考える週間」期間中は、主に次のような広報・広聴活動を行います。
週間中は、どのような行事をするの？

住民税所得割の10％比例税率化に伴い、国が集める国税（＝所得税）の税率構造も見直されます。住民税については最低税率

が5％→10％に引き上げられ、最高税率が13％→10％に引き下げとなっていますが、所得税は逆に最低税率が10％→5％に

引き下げられ、最高税率が37％→40％に引き上げとなります。また、人的控除の差に対応した減額措置なども講じられます。こ

れらの措置により、税源移譲の前後で「住民税＋所得税」の納税者の負担は変わりません。

※夫婦＋子供２人の場合、子供のうち１人が特定扶養親族（16歳以上23歳未満）に該当するものとしています。

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

★上記は税源移譲による負担変動を示すものです。このほか平成19年分所得税、平成19年度分住民税から定率減税が廃止さ

れる等の影響があることにご留意ください。

★住民税と所得税の人的控除差について
住民税と所得税では、扶養控除や配偶者控除などの人的控除額に差

（例参照）があります。したがって同じ収入金額でも、住民税の課税所得

は、所得税よりも多くなっていますので、住民税の税率を5％から10％

に引き上げた場合、所得税の税率を引き下げただけでは、税負担が増

えてしまうことになります。

このため、個々の納税者の人的控除の適用状況に応じて、住民税を減

額することによって、納税者の税負担が変わらないようにしています。

税負担は増える？減る？
税源移譲によって住民税が増えても、所得税が減るため、
納税者の負担は変わりません。

Q
A

基　礎　控　除

配 偶 者 控 除

扶　養　控　除

特定扶養控除

住民税

（例）住民税と所得税の人的控除額

33万円

33万円

33万円

45万円

38万円

38万円

38万円

63万円

5万円

5万円

5万円

18万円

所得税 控除額の差

300万円

500万円

700万円

1,000万円

所得税

税源移譲前（単位：円）
給与収入

●独身者の場合

188,500

421,000

781,000

1,519,000

64,500

163,000

307,000

553,000

124,000

258,000

474,000

966,000

住民税 合　計 所得税

税源移譲後（単位：円）

188,500

421,000

781,000

1,519,000

126,500

260,500

404,500

650,500

62,000

160,500

376,500

868,500

住民税 合　計
負担増減額

0円

0円

0円

0円

300万円

500万円

700万円

1,000万円

所得税

税源移譲前（単位：円）
給与収入

●夫婦＋子供2人の場合

9,000

195,000

459,000

1,130,000

9,000

76,000

196,000

442,000

0

119,000

263,000

688,000

住民税 合　計 所得税

税源移譲後（単位：円）

9,000

195,000

459,000

1,130,000

9,000

135,500

293,500

539,500

0

59,500

165,500

590,500

住民税 合　計
負担増減額

0円

0円

0円

0円

◇自宅やオフィスから申告や納税ができます。
①申告（所得税、法人税、消費税、酒税、印
紙税） ②法定資料の提出　
③納税（全税目） ④申請・届出など
◇源泉所得税の毎月納付、消費税の中間申
告・納付など、ご利用回数の多い手続に大
変便利です。
※国税庁ホームページの「確定申告書等作成
コーナ一」で作成したデータをe-Taxに引
き継いで電子申告することができます。

税に関する情報は、国税庁ホームページヘ
http://www.nta.go.jp

e-Tax（国税電子申告・納税システム）
を利用すると
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砂
丘
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

本番前に楽しみ方を学ぼう！～第2回事前勉強会～

［日　時］ 11月19日（日） 午後1：30～
［場　所］ 内 町役場　町民ホール
［講　師］ オーケストラ・アンサンブル金沢　チーフマネージャー　　床坊　剛氏

○　小学生による詩の朗読でオープニング
［第１部］ 高田 宏氏（作家）による講演
［第2部］ オーケストラ・アンサンブル金沢フルメンバーによるコンサート。

中学校吹奏楽部と共演「内 中学校校歌」の演奏
○　コーラス「波」と共に「ふるさと」

［日　時］ 12月2日（土） 午後2時30分　開場
午後3時00分　開演

［場　所］ 内 町文化会館　大ホール
［協力金］ 当日　1,700円（前売り 1,500円）

中学生以下　1,000円　※　託児あり
［主　催］ 内 砂丘フェスティバル実行委員会　

TEL 286－6716（生涯学習課内）
［共　催］ 北國新聞社

内 砂丘フェスティバル2006
「内 ！夢抱く子らを育む町に」

～ふるさとの自然美を詩から再発見して～
をテーマに今年も砂丘フェスティバルが行われます。

小学生や中学生も参加し、子ども達と共に作り上げるフェスティバル。
多くの町民の皆様の参加をお待ちしております。

オーケストラ・アンサンブル金沢のコンサートをより楽しむために、
オーケストラの演奏風景の映像と共にレクチャーを受けたいと思います。
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ま
ち
づ
く
り
談
話
室

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や

ま
ち
づ
く
り
談
話
室
な
ど
に
お
寄
せ
頂
い
た
ご

意
見
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

◎
信
号
機
や
横
断
歩
道
の
設
置
は
石
川
県
公
安
委
員
会
の
管
轄
に
な
り
、
町
で
は
毎
年
各
町
会
か
ら
出

さ
れ
た
要
望
を
取
り
ま
と
め
、
石
川
県
公
安
委
員
会
に
要
請
し
て
い
ま
す
。
県
公
安
委
員
会
で
は
県

内
の
交
通
事
情
等
を
勘
案
し
、
優
先
順
位
の
高
い
も
の
か
ら
計
画
的
に
設
置
を
進
め
て
い
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
町
で
要
請
し
た
も
の
が
直
ち
に
設
置
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
も
町
民
の
安
全
を
守
る
た
め
粘
り
強
く
要
請
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

情
報
政
策
課

公
聴
広
報
室

1
２
８
６
―
６
７
５
３

●
役
場
宛
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

uchinad
a@
to
w
n.uchinad

a.ishikaw
a.jp

●
町
長
宛
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
ayo
r@
to
w
n.uchinad

a.ishikaw
a.jp

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.to
w
n.uchinad

a.lg
.jp/

信
号
機
や
横
断
歩
道
の
設
置
を
毎
年
要
望
し
て
い
る
の
に
、
な
か
な
か
つ
け

て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

◎
石
川
県
地
方
の
日
没
時
間
は
冬
至
の
頃
が
夕
方
４
時
45
分
頃
で
あ
る
の
に
対
し
、
夏
至
の
頃
は
夕
方
７

時
15
分
頃
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
教
育
関
係
者
に
よ
る
話
し
合
い
の
元
、
６
月
か
ら
９
月
の
間

夕
方
の
チ
ャ
イ
ム
を
午
後
６
時
に
設
定
し
て
お
り
ま
す
。
近
年
は
子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
も
多
く
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
を
見
守
る
地
域
の
連
携
体
制
を
強
化
す
る
と
共
に
、
再
度
教
育
関
係
者

の
間
で
話
し
合
い
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

夏
に
な
る
と
夕
方
の
チ
ャ
イ
ム
が
５
時
か
ら
６
時
に
変
更
さ
れ
ま
す
が
、
低

学
年
の
子
ど
も
は
時
間
の
管
理
が
で
き
ず
、
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
ま
で
ひ
た
す

ら
遊
ん
で
い
ま
す
。
夏
期
は
日
没
の
時
間
が
遅
い
こ
と
か
ら
決
め
ら
れ
た
と

聞
き
ま
し
た
が
、
６
時
で
は
遅
い
と
感
じ
ま
す
。
一
年
を
通
じ
て
５
時
に
鳴

ら
す
よ
う
に
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

『
ま
ち
づ
く
り
町
長
談
話
室
』
は
毎
週
月
曜
日
、
午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
の
間
、
役

場
１
階
ロ
ビ
ー
で
開
設
し
て
い
ま
す
。
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
お

越
し
下
さ
い
。

﹇
※
都
合
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
﹈

秋はお祭りの季節ですね。僕も最近、向粟崎地区や大根布地区といったところで、あ
ちこちのお祭りを見に行って楽しんできました。簡単に言いますと、日本のお祭りが大
好きです。なぜならば、日本文化に基づいた様々な面白い踊りや伝統的な楽器の演奏な
どが経験できるだけではなく、たくさんの人々が一緒にコミュニティーとして騒いだり楽
しんだりすることは、向こうではあまり経験できないことだからです。なので、お祭りに
行って町民と一緒に楽しい一夜を過ごすと、｢こういうことをアメリカでもやれたらいい
なぁ｣と思いますね。

特に田舎のほうでは、外国人と触れ合う機会が少ないため、僕のような、日本語の話
せる外国人がお祭りに行くとすごく優しく応対してくれて、踊りの団体に誘ってもらっ
て、お家に招待してごちそうしてもらったこともあります。まったく知らない人々と一緒にゆっくりと会話しながら
お酒を飲んだり食べたりすることは、アメリカでありえないことですね。

日本人はどちらかというと、コミュニティーとしていろいろなことをやるのが好きなようで、日本に慣れるように
している外国人も仲間に誘ってもらうと本当に楽な感じがして、心がほのぼのします。これからも、日本人も外国
人も一緒にお祭りを楽しみましょう！

日本のお祭りは文化の宝物
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金
沢
医
科
大
と
協
定

「内 町と学校法人金沢医科大学との
包括連携協力に関する協定」締結
～人や施設で相互協力～

10月2日（月）内 町役場で、「内 町と学校法人金沢
医科大学との包括連携協力に関する協定」の調印式が行
われました。
調印式では、八十出町長が「町民の安心の中枢である

健康の保持、増進に医科大の協力は不可欠。相互の連携
により地域社会を活性化したい」とあいさつし、金沢医科
大学の小田島粛夫理事長も「町、大学の発展のため、可
能な限り協力したい。この協定を基盤とし、町が発展す
ることを願う」と応え、協定書に署名しました。
町と金沢医科大学とは、これまでも相互に協力し地域

医療、健康福祉の向上に努めてきましたが、この協定に
より、双方がもつ人材や施設を活用しながら、今後更な
る協力関係の強化を図っていくことを確認しました。

連携協力事項
・町の保健福祉事業、保育事業への医師派遣 ・町の生涯学習事業、国際交流事業への教員の派遣
・学生の実習に必要な町施設の提供 ・学生を対象とする町職員による教育支援 など

2006年10月10日 「金沢」ナンバーが走り出しました！

8月18日
内 町庁舎で金沢ナンバークイズ
懸賞の軽自動車を展示

10月21日 金沢駅もてなしドーム地下広場での
金沢ナンバーバースディパーティ
内 町チアリーディング　Love&Peace

10月10日
金沢駅東広場もてなしドームでの金沢ナンバー発進式

10月21日
内 町和太鼓　鼓月

金沢ナンバーに
変更した
町長車、議長車

10月21日
うちなだ福祉作業所のコーヒー、クッキー、マフィン販売

「金沢」ナンバーが走り出しました！「金沢」ナンバーが走り出しました！
10月10日
1 0 -1 0

いい砂丘
1 1- 3 9
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新たな交流を確認呉
江
市
訪
問

新たな交流を確認
～友好都市中国呉江市を八十出町長一行が訪問～

10月7日（土）から10日（火）までの４日間、八十出泰成町長、八田外茂男議会議長、前崎隆夫商工会長、田中徹総務課

長、長谷川万里子学校教育課主査の５名で構成する内 町公式訪問団が、国際友好都市中国呉江市を訪れました。

今回の訪問は、平成５年10月7日に両市町で調印した友好交流協定を、中国政府の公認様式に合わせ再度締結するこ

とと、ともに昨年就任した両市町長間において、今後の交流を直接協議することを目的として実施されました。

偶然にも、北京において安倍晋三首相と胡錦濤国家主席の日中首脳が会談をした日と重なり、国家間のみならず、市町

間においても、日中友好に向け更なる交流を確認し合うこととなりました。

10月8日午後、呉江市内の同里湖大酒店会議室において、八十出町長と徐明（中国語読：シュミン）市長とが、今後の新

たな交流について協議し、協定書にサインしました。

協議の中で徐市長が、日本の医療・福祉政策に興味を示されたのを受け、八十出町長は金沢医科大との協定を報告し、

総合的な交流を約束するとともに、徐市長の訪町を要請し、内 町での再会を確認し合いました。

同日、呉江市内の行政センター、図書館、開発区等を見学した一行は、その急激な発展振りに目をみはり、あらためて

中国の経済振興のスピードに驚きを抱きながら帰国しました。

募集種目

自衛官募集案内

貸 費 学 生

自 衛 隊 生 徒

２等陸・海・空士

資 格 受付期間 試験日 合格発表

大学理学部・工学部の3・4年
次又は大学院修士在学者 12月1日～1月19日

11月1日～1月9日

年間を通じて

2月4日

1月13日

4月下旬

2月20日中卒（見込含）17歳未満男子

18歳以上27歳未満の者

お問い合わせ先 自衛隊石川地方協力本部 ２９１－６２５０ http://www.ishikawa.plo.jda.go.jp
内 町総務課 ２８６－１１１１
募集相談員 廣瀬武志 ２８６－８６９４

南 正光 ２３８－３２４１

受付時にお知
らせします。

試験時にお知
らせします。

国際友好都市関係提携協議書調印式 図書館を視察



あ
せ
か
き
べ
そ
か
き

登の
ぼ

っ
た
山
は

三
百
六
十
度ど

の
空

空

空

ね
て
見
る

お
き
て
見
る

空
は
空
色

三
百
六
十
度
の

空
色
の
色

あ
の
空
の

む
こ
う
に
は

き
っ
と
美
し
い
も
の
が

あ
る
ん
だ
ろ
う
な
あ

空
の
中
で

私
は
何
だ
か

う
れ
し
く
な
っ
た

三
百
六
十
度
の

空
色
の
空
の
中
の
私

親
子
で
語
り
合
う
詩
集
2

「
遥
か
な
国
か
ら
　
秋
の
日
に
冬
の
日
に
」

明
文
社
　
刊

大
正
６
年
創
刊
以
来
90
年
、『
主

婦
の
友
』の
誌
面
を
飾
っ
た
人
気
企

画
、
評
判
記
事
を
え
り
抜
き
復
刻
。

新
渡
戸
稲
造
、遠
藤
周
作
・
北
杜
夫
、

瀬
戸
内
晴
美
な
ど
、
当
代
一
流
の

作
家
・
知
識
人
の
記
事
は
今
な
お
胸

躍
る
面
白
さ
で
す
。
そ
こ
に
は
現
代

に
生
き
る
私
た
ち
の
幸
福
の
ヒ
ン

ト
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
婦
の
友
社
編
　
著

幸
福
の
ヒ
ン
ト

お
ち
こ
ぼ
れ
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち

が
犬
に
本
を
読
ん
で
あ
げ
る
こ
と

で
、
自
信
に
あ
ふ
れ
た
姿
に
変
わ
っ

て
い
く
魔
法
の「
Ｒ．
Ｅ．
Ａ．
Ｄ．

プ
ロ
グ
ラ
ム
」。
現
在
、
北
米
で
は

数
多
く
の
読
書
介
助
犬
が
活
躍
中

で
す
。
子
ど
も
と
、
子
ど
も
に
関
わ

る
す
べ
て
の
人
に
贈
る
、
世
界
初
の

読
書
介
助
犬
オ
リ
ビ
ア
の
物
語
。

今
西
　
及
子
　
著

犬
に
本
を
読
ん
で

あ
げ
た
こ
と
あ
る
？

図
書
館
が
舞
台
の
あ
り
そ
う
で

あ
り
え
な
い
痛
快
S
F
。
図
書
館

の
あ
り
方
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
織
り
成
し
て

い
く
人
々
が
と
て
も
魅
力
的
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。「
本
の
雑
誌
」が
選

ぶ
、
今
年
上
半
期
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
第
１
位
の「
図
書
館
戦
争
」に

続
く
シ
リ
ー
ズ
第
２
弾
。

有
川
　
浩
　
著

図
書
館
内
乱

へ
ん
な
毒ど

く

す
ご
い
毒ど

く

田た

中な
か

真
知

ま

ち

ヘ
ヴ
ン
リ
ー
・
ブ
ル
ー

村
山

む
ら
や
ま

由
佳

ゆ

か

ウ
チ
の
子こ

は
恐

き
ょ
う

怖ふ

の
質
問

し
つ
も
ん

大だ
い

魔ま

王お
う

夏な
つ

見み

モ
ン
ド

奇き

跡せ
き

の
自じ

転
車

て
ん
し
ゃ

ロ
ン
・
マ
ク
ラ
ー
テ
ィ

緒お

方が
た

竹
虎

た
け
と
ら

渡
邊

わ
た
な
べ

行ゆ
き

夫お

お
と
ぎ
の
国く

に

の
科か

学が
く

瀬
名

せ

な

秀
明

ひ
で
あ
き

幸
福
論

こ
う
ふ
く
ろ
ん

Ｐ
Ｈ
Ｐ

ピ
ー
エ
イ
チ
ピ
ー

出
版

し
ゅ
っ
ぱ
ん

心こ
こ
ろ

が
な
ご
む
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
庭に

わ

主
婦

 

し
ゅ
ふ

と
生
活
社

せ
い
か
つ
し
ゃ

昭し
ょ
う

和わ

出
版

し
ゅ
っ
ぱ
ん

残
侠
伝

ざ
ん
き
ょ
う
で
ん

嵐
山

あ
ら
し
や
ま

光
三
郎

こ
う
さ
ぶ
ろ
う

新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

点て
ん

と
線せ

ん

で
、
ソ
ー
イ
ン
グ井

上
い
の
う
え

由ゆ

季
子

き

こ

T
h
e ザ

L
ittle

リ

ト

ル

P
rin
c
e

プ

リ

ン

ス

S
a
in
t

サ

ン

・-E
xu
p
e
ry

テ

グ

ジ

ュ

ペ

リ

風
林

ふ
う
り
ん

火か

山ざ
ん

井
上

い
の
う
え

靖
や
す
し

学
歴

が
く
れ
き

じ
ゃ
な
い
よ
人
生

じ
ん
せ
い

は岩
本

い
わ
も
と

秀ひ
で

雄お

空そ
ら

の
中
で

鈴
木

桂
子

今
月
の
オ
ス
ス
メ
本
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図
書
館
情
報

毎
月
、
第
二
土
曜
日
に
お
は

な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。

絵
本
や
紙
芝
居
を
、
親
子
で

聞
き
に
き
ま
せ
ん
か
？

11
月
11
日（
土
）

午
前
１０
時
３０
分
〜

図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

◆
土
曜
お
は
な
し
会

日
時

場
所

◆
ブ
ッ
ク
・
リ
サ
イ
ク
ル

日
時

場
所新

光
社（
代
表

山
村
外
男

氏
）か
ら
、「
読
み
が
た
り

む

か
し
話
」の
全
国
47
都
道
府
県

の
全
巻
セ
ッ
ト
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
石
川
県
や
各
県
、

各
地
方
の「
む
か
し
話
」に
ふ
れ

て
、
そ
の
良
さ
を
味
わ
い
、
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
と
の
お
気
持

ち
で
す
。

ま
た
、
親
子
読
書
や
読
み
聞

か
せ
に
活
用
く
だ
さ
れ
ば
と
の

こ
と
で
す
。
こ
の
場
を
借
り
ま

し
て
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◆
寄
贈
お
礼
に
つ
い
て

内

町
総
合
文
化
祭
に
あ

わ
せ
て
、
図
書
館
の
古
く
な
っ

た
雑
誌
や
本
を
リ
サ
イ
ク
ル
し

ま
す
。
無
料
で
す
。
掘
り
出
し

物
が
あ
る
か
も
？

11
月
12
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

内

町
文
化
会
館



標

語

「
消
さ
な
い
で

あ
な
た
の
心
の

注
意
の
火
」

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季

を
迎
え
、
火
災
予
防
意
識
の
よ
り
一
層
の
普
及

と
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
、
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
事
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
寒
く
な
り
ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房

器
具
を
多
く
使
い
ま
す
。
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し

た
油
断
等
が
原
因
で
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

尚
、
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
十
二
時
、
十

七
時
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ
ム
を
サ
イ
レ
ン

に
変
え
て
吹
鳴
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

―
三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
対
策
―

三
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

四
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
製
品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅

用
消
火
器
等
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
に
、
隣

近
所
の
協

力
体
制
を

つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

平
成
18
年
８
月
５
日
に
小
松
市
内
の
一
般
住

宅
で
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
破
裂
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

事
故
原
因
に
つ
い
て
は
、
品
質
保
証
期
間
が

終
了
し
た
も
の
を
廃
棄
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
設
置

し
て
い
た
為
、
容
器
内
面
の
腐
食
が
進
み
破
裂

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
体
容
器
の
缶

底
に
品
質
保
証
期
間
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
終
了
し
て
い
る
も
の
は
廃
棄
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
又
、
廃
棄
の
方
法
と
し
て
は
、

残
ガ
ス
を
完
全
に
抜
き
取
っ
た
後
、
燃
え
な
い

ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

※
消
火
薬
剤
は
水
を
主
成
分
と
し
た
洗
剤
に
近

い
成
分
で
す
の
で
、
下
水
に
流
し
て
も
問
題

あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
商
品（
写
真
参
照
）

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
製

ヤ
マ
ト
ボ
ー
イ
Ｋ
Ｔ

Ｆ
Ｍ
ボ
ー
イ
Ｋ

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
八
〜
九
割
は
住
宅

火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
逃
げ
遅
れ
防
止
の

た
め
に「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」を
設
置
し
ま
し

ょ
う
。

※
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
一
般
の
住
宅
の
寝
室

及
び
階
段
に
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
新
築
の
住
宅
等
は
平
成
十
八
年
の
六
月
か

ら
、
現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
等
は
平
成
二
十

年
六
月
か
ら
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

・
詳
細
は
内

町
消
防
本
部

予
防
課
ま
で

1
２
８
６
―
３
３
０
１

火
災
・
救
急
・
救
助
の
情
報
が
迅
速
・
正
確
に

消
防
署
へ
通
報
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

十
一
月
九
日
を「
一
一
九
番
の
日
」と
定
め
て
い

ま
す
。

一
一
九
番
通
報
は
、
一
般
の
電
話
と
違
い
緊

急
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
気
が
動
転
し
て
、
上

手
に
場
所
な
ど
を
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

通
報
内
容
は
す
べ
て
消
防
職
員
が
対
応
い
た

し
ま
す
の
で
、
通
報
は
、
あ
わ
て
ず
に
、
落
ち

着
い
て
、
は
っ
き
り
と
答
え
て
く
だ
さ
い
。

消
防
だ
よ
り

13
2006.11.5

◆
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具

の
廃
棄
に
つ
い
て

◆
一
一
九
番
の
通
報
は

落
ち
着
い
て
正
確
に

◆
秋
季
火
災
予
防
運
動

11
月
9
日（
木
）〜
11
月
15
日（
水
）

住宅用火災警報器
実物写真

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
義
務
化

１１９番通報マニュアル

通報者：電話機の１・１・９をプッシュする。
消防署：火災ですか、救急ですか。

（火災・救急の区別をする）
通報者：例「火災です」「救急です」
消防署：場所はどこですか？目標になるも

のはありますか。
通報者：例「○○丁目の○○番地です」

「○○小学校の前です」
消防署：お名前は。
通報者：「○○です」
消防署：状況はどうですか。

通報者：
例「私の家の台所が燃えています」
「子供がケイレンを起こしています」
「乗用車同士の事故でケガ人が２名います」
消防署：電話番号は
通報者：「２○○―○○○○」
その他、男性・女性の区別、年齢等も聞き
ますので、一つ一つ確実に答えましょう。

※携帯電話で内 町内から１１９番通報
した場合は、直接内 町消防本部につ
ながりますが、場所によっては近隣の消
防本部につながる場合がありますので、
場所をはっきり伝えるようにしましょう。



9
月
27
日（
水
）内

町
の
自
然
な
ど
を
題

材
と
し
て
作
ら
れ
た
曲
の
Ｃ
Ｄ
が
町
へ
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
曲
の
題
名
は「
う
ち
な
だ
〜
わ

が
町
　
ふ
る
さ
と
　
愛
の
内

〜
」で
、
作
詞

し
た
の
は
鶴
ヶ
丘
在
住
の
宇
津
登
紀
雄
さ
ん
、

作
曲
は
金
城
大
学
短
期
大
学
部
教
授
の
青
山

幸
司
さ
ん
で
す
。
青
山
さ
ん
は
「
昔
か
ら

内

の
自
然
が
好
き
で
す
。
末
永
く
、
誰
に

で
も
歌
え
る
歌
に
し
た
か
っ
た
の
で
合
唱
曲

に
し
ま
し
た
」と
作
成
の
経
緯
な
ど
を
話
し

ま
し
た
。
作
り
手
の
内

へ
の
思
い
が
こ
も

っ
た
こ
の
美
し
い
曲
は
、
今
後
、
内

町
の

様
々
な
催
し
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ふ
る
さ
と
内
　
の
情
景
、
歌
に
綴
る

内

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
、
役
場
に

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
15
本
と
プ
ラ
ン
タ
ー
3
個

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
10
月
8
日
の

世
界
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
デ
ー
を
記
念
し
、「
少
し

で
も
緑
を
多
く
し
た
い
」と
い
う
思
い
の
も

と
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
現
在
役
場
正
面
玄
関

に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
は

5
月
後
半
か
ら
6
月
に
か
け
て
ス
ズ
ラ
ン
の

よ
う
に
釣
り
鐘
状
の
花
を
咲
か
せ
、
秋
に
は

鮮
や
か
に
紅
葉
し
ま
す
。
季
節
に
よ
っ
て
違

っ
た
顔
を
み
せ
、
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
こ
の
花
、
役
場
に
来
た
と
き
は
ぜ
ひ
足
を

と
め
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
な
ど
を
寄
付

10
月
12
日（
木
）、
役
場
町
民
ホ
ー
ル
で
、
第
49
回
河
北
郡
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

河
北
郡
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
に
内

中
・
高
校
生
倶
楽
部「
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」が
選

ば
れ
ま
し
た
。

平
成
2
年
4
月
に
設
立
さ
れ
今
年
で
17
年
目
を
迎
え

た「
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」は
、
町
内
で
行
わ
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
、
町
・
各
種
団
体
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
協
力
、
介
護

福
祉
施
設
で
の
介
護
研
修
等
、
永
年
に
渡
り
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
り
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
が
、
更
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

を
推
進
し
、
ま
た
新
た
な
活
動
の
発
掘
へ
と
繋
が
れ
ば
と

願
い
ま
す
。

河
北
郡
社
会
福
祉
大
会
で

「
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」
が
表
彰

全
国
規
模
の
デ
ザ
イ
ン
展
示
会
で
あ
る

千
葉
デ
ザ
イ
ン
展
2
0
0
6
に
内

高
校

の
卒
業
生
及
び
生
徒
3
名
が
見
事
入
選
し

ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
作
品
の
み
を
集
め
た

展
示
会
は
数
少
な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
や
水
彩
な
ど
で
描
か
れ
た
イ

ラ
ス
ト
や
ポ
ス
タ
ー
等
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
内

町
か
ら
は
、
内

高
校
卒
業
生

の
宮
野
真
衣
さ
ん
が
第
１
部（
一
般
・
大
学

生
・
美
術
専
門
学
生
）千
葉
デ
ザ
イ
ン
協
会

奨
励
賞
を
受
賞
し
、
第
2
部（
中
学
生
・
高

校
生
）で
内

高
校
の
北
上
彩
さ
ん
、
村
松

真
衣
さ
ん
が
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
展
で
内
　
高
校
卒
業
生
・
生
徒
入
賞
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10
月
8
日（
日
）、
内

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
子
ど
も
凧
遊
び
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
で
11
回
目
を
迎
え
た
今
大
会
に
は
総
勢
1
0
0
名
余
り
の
子
ど
も
達
が
参
加

し
、
事
前
に
作
り
上
げ
た
テ
ー
マ
凧「
袖そ

で

凧だ
こ

」は
見
事
に
舞
い
揚
が
り
、
会
場
で
は
歓
声

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
子
ど
も
達
の「
願
い
札
」

を
貼
っ
た
12
畳
の
大
凧
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
挑
み
、
ま
た
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｙ
☆
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
の
ア
イ
ド
ル

ダ
ン
ス
、
バ
ト
ン
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
が
大
会
に
華
を
添
え
、
親

子
共
々
休
日
の
一
時
を
楽
し
み
ま
し
た
。

入
賞
し
た
皆
さ
ん
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

☆
園
児
の
部

○
内

凧
ド
リ
ー
ム
賞（
6
名
）

井
上
　
兼
徳
く
ん

磯
辺
　
航
成
く
ん

石
平
　
鈴
稀
く
ん

泉
　
亜
沙
香
さ
ん

磯
辺
　
優
奈
さ
ん

堀
井
　
杏
花
さ
ん

☆
低
学
年
の
部

○
内

凧
名
人
賞（
2
名
）

和
田
　
伊
武
生
く
ん

柚
木
　
香
南
さ
ん

○
内

凧
博
士
賞（
4
名
）

杉
岡
　
虎
太
郎
く
ん

室
谷
　
柊
登
く
ん
　
　

高
嶋
　
由
佳
さ
ん

永
田
　
ほ
の
か
さ
ん

○
内

凧
ド
リ
ー
ム
賞（
6
名
）

石
平
　
佑
綺
く
ん

源
田
　
和
洸
く
ん

井
上
　
真
徳
く
ん

喜
多
　
裕
香
さ
ん

橋
本
　
七
海
さ
ん

坂
井
　
麻
奈
美
さ
ん

☆
高
学
年
の
部

○
内

凧
名
人
賞（
2
名
）

若
林
　
凌
太
郎
く
ん

西
田
　
紗
希
さ
ん

○
内

凧
博
士
賞（
4
名
）

干
場
　
侑
紀
く
ん

佐
武
　
龍
弥
く
ん
　

柚
木
　
紀
香
さ
ん

和
田
　
佳
澄
さ
ん

○
内

凧
ド
リ
ー
ム
賞（
6
名
）

喜
多
　
一
智
く
ん

山
口
　
慎
太
郎
く
ん

堀
井
　
柊
馬
く
ん

泉
　
媛
己
さ
ん

久
田
　
伊
万
里
さ
ん

北
野
　
志
穂
さ
ん

第
11
回

内
　
町
子
ど
も
凧
遊
び
大
会

9
月
29
日（
金
）か
ほ
く
市
高
松
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
に
て「
河
北
お
達
者
隊
交
通
安
全
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
河
北
郡
市
内
か
ら
90
名（
内

町
か

ら
17
名
参
加
）の
河
北
お
達
者
隊
員
が
出
場
し

ま
し
た
。
大
会
で
は
交
通
安
全
に
ち
な
ん
だ
ク

イ
ズ
が
出
題
さ
れ
不
正
解
の
場
合
、
1
打
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
を
受
け
る
と
い
う
ル
ー
ル
の
も
と
、
選

手
の
皆
さ
ん
は
知
力
と
体
力
を
発
揮
し
健
闘
さ

れ
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
、
内

町
で
は
、
渡
辺
聖
さ
ん

（
大
清
台
）が
見
事
優
勝
、
金
谷
利
幸
さ
ん（
鶴
ヶ

丘
）が
5
位
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
達
者
隊
交
通
安
全
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

9
月
25
日（
月
）内

町
役
場
前
で
、
内

町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
、
内

町
防
犯
と
交

通
安
全
推
進
隊
及
び
内

町
が
参
加
し
、
秋
の

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
八
十
出
町
長
、
竹
中
津
幡
警
察
署
長
か
ら

激
励
の
言
葉
が
あ
り
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
が

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
に
、
交
通
安
全
の「
愛
の
一

声
」を
か
け
、
ふ
く
ろ
う
の
マ
ス
コ
ッ
ト
や
交
通

安
全
、
金
沢
ナ
ン
バ
ー
啓
発
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し

安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
安
全

運
転
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

秋
の
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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総　 務　 課 1286-6720
税　 務　 課 1286-6706

お問い合わせは
こちらまで

役場代表 1286-1111

総 務 部

企画財政課 1286-6723
行財政改革推進室 1286-6723
男女共同参画室 1286-6723
情報政策課 1286-6753
公聴広報室 1286-6753

ま ち づ く り 政 策 部

町民生活課 1286-6701
次世代育成支援対策室

1286-6701
環境対策室 1286-6701
健康推進課 1286-6702
介護福祉課 1286-6703
地域包括支援センター

1286-6703

町 民 福 祉 部

産業振興課 1286-6708
企業立地推進室 1286-6708
都市建設課 1286-6710
北部開発対策室 1286-6713

都 市 整 備 部

水道電気課 1286-1115
下 水 道 課 1286-6718

企 業 局

生涯学習課 1286-6716
学校教育課 1286-6717

■会　計　課 1286-6707
■議会事務局 1286-6715
■保健センター 1286-6101
■消 防 本 部 1286-3301

■図　書　館 1286-1930
■文 化 会 館 1286-1123
■働く女性の家 1237-6440
■屋内温水プール 1286-1800
■（財）公共施設等管理公社

1286-1800
■社会福祉協議会 1286-6953

教 育 委 員 会

暮
ら
し
の
情
報

白
帆
台
保
育
園
職
員
募
集

内
　
町
福
祉
会

夕
陽
ヶ
丘
苑
職
員
募
集

内
　
町
広
報
番
組
を

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送

保
育
士
等
パ
ー
ト
職
員
募
集

■
職

種

保
育
士
・
看
護
師
・
栄
養
士
・
調
理
師
・
保
育
補

助
・
調
理
補
助

■
応
募
資
格

有
資
格
者
ま
た
は
19
年
３
月
に
取
得
見
込
み
の
方
。

保
育
補
助
及
び
調
理
補
助
に
つ
い
て
は
資
格
の
有

無
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
勤
務
条
件
等

１．
賃

金

面
談
に
よ
り
決
定

２．
勤
務
時
間

週
40
時
間
シ
フ
ト
制（
22
時
ま

で
の
交
代
勤
務
あ
り
）

３．
そ
の
他

社
会
保
険
あ
り
、
他
法
人
規
程
に
よ
る

■
採
用
予
定
日
▼
平
成
19
年
４
月
１
日

■
応
募
期
限

正
規
職
員

平
成
18
年
11
月
30
日
ま
で

パ
ー
ト
職
員

平
成
19
年
２
月
28
日
ま
で

■
応
募
要
領

白
帆
台
保
育
園
ま
で
履
歴
書
を
郵
送
に
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

住
所

〒
９
２
０
―

０
２
０
０

内

町
字
北

部
土
地
区
画
35
―

１

■
問
い
合
わ
せ
先

白
帆
台
保
育
園
事
務
局

1
２
６
４
―

２
５
５
６

U
R
L
http://w

w
w
.shiraho

d
ai.co

m

E
-m
ail

info
@
shiraho

d
ai.co

m

■
採
用
人
員

①
介
護
職
員

２
名

②
パ
ー
ト
介
護
職
員

若
干
名

■
応
募
資
格

い
ず
れ
も
介
護
福
祉
士
又
は
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以

上
の
資
格
を
取
得
の
方
で
①
に
つ
い
て
は
満
年

齢
45
歳
ま
で
、
②
に
つ
い
て
は
満
年
齢
55
歳
ま
で

の
健
康
な
方
。

■
勤
務
条
件
等

１．

賃
金

内

町
福
祉
会
規
定
に
よ
る

２．

勤
務
時
間

①
に
つ
い
て
は
１
週
当
り
40
時
間
勤
務
で
夜
間

勤
務
あ
り
。
②
に
つ
い
て
は
概
ね
１
日
４
時
間

程
度
。（
時
間
応
相
談
）

■
採
用
予
定
日
▼
12
月
１
日（
金
）

（
応
談
に
よ
り
変
更
可
能
）

■
応
募
期
限
▼
11
月
20
日（
月
）

■
応
募
要
領

夕
陽
ヶ
丘
苑
で
交
付
す
る
申
込
書
に
資
格
証
明

書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
福
祉
会

夕
陽
ヶ
丘
苑

1
２
８
６
―

９
９
１
１

■
職
種
及
び
採
用
人
員

①
保
育
所
保
育
士
助
手

１
名

②
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
児
童
厚
生
員

１
名

■
応
募
資
格

①
、
②
と
も
内

町
在
住
で
年
齢
55
歳
ま
で
の

健
康
な
方
。

■
勤
務
条
件

１．
賃
金

①
時
給
９
０
５
円（
保
育
士
資
格
有
）

時
給
８
６
５
円（
保
育
士
資
格
無
）

②
時
給
８
６
５
円

２．
勤
務
日
・
時
間

①
は
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
12
時
30
分
ま
で
、
②
は
月
曜
日
か
ら
土

曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。

■
採
用
予
定
日
▼
12
月
１
日（
金
）

■
応
募
期
限
▼
11
月
22
日（
水
）

■
応
募
要
領
▼
町
民
生
活
課
で
交
付
す
る
願

書
、
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

町
民
生
活
課

金
沢
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
９
ch
）で
、
内

町

広
報
番
組
を
放
送
し
ま
す
。
今
回
は
男
女
共
同

参
画
を
テ
ー
マ
に
放
送
す
る
30
分
番
組
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

11
月
20
日（
月
）

午
後
４
時
〜
４
時
30
分

11
月
21
日（
火
）

午
後
１
時
〜
１
時
30
分

11
月
22
日（
水
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

11
月
23
日（
木
）

午
前
８
時
30
分
〜
９
時

11
月
24
日（
金
）

午
後
10
時
〜
10
時
30
分

11
月
25
日（
土
）

午
前
11
時
30
分
〜
12
時

11
月
26
日（
日
）

午
前
11
時
30
分
〜
12
時

■
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
政
策
部

情
報
政
策
課

お
知
ら
せ

募
　
集
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暮
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金
沢
ナ
ン
バ
ー
へ
の
変
更
に
伴
う

有
料
道
路
障
害
者
割
引
制
度
の
ご
案
内

児
童
手
当
が
小
学
校
修
了
前

ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た

内
　
町
印
鑑
登
録
証（
カ
ー
ド
）

が
変
わ
り
ま
し
た
。

９
月
４
日（
月
）か
ら
印
鑑
登
録
証
が
磁
気
カ

ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。
印
鑑
証
明
書
交
付
の
際

は
、
カ
ー
ド
の
引
替
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
持
参
す
る
も
の

・
本
人
の
場
合

旧
印
鑑
登
録
証
、
認
印
、
身
分
証
明（
運
転
免
許

証
、
保
険
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

・
代
理
の
場
合

旧
印
鑑
登
録
証
、
登
録
印
、
代
理
人
の
認
印
、
代

理
人
の
身
分
証
明（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
な
お
、
印
鑑
証
明
書
が
必
要
で
な
い
方
に
つ
い

て
は
、
早
急
に
引
替
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

町
民
生
活
課

児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
、「
小
学
校
３

年
生
ま
で
」
か
ら
「
小
学
校
６
年
生
ま
で
」
に
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
児
童
手
当
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
児

童（
５
年
生
、
６
年
生
）の
保
護
者
の
皆
様
に
つ

い
て
は
、
認
定
請
求
等
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
だ
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
至

急
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
必
要
な
も
の

①
請
求
者（
保
護
者
）の
認
印

②
請
求
者
名
義
の
預
金
通
帳（
郵
便
局
以
外
）

③
健
康
保
険
証

④
平
成
18
年
１
月
２
日
以
降
に
内

町
に
転
入

さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
市
町
村
発
行
の
『
平

成
18
年
度
の
所
得
証
明
書
』
が
必
要
で
す
。

※
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
、
支
給
さ
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

■
手
続
き
窓
口

町
民
福
祉
部

町
民
生
活
課

有
料
道
路
を
障
害
者
本
人
が
運
転
、
又
は
介

護
者
が
運
転
す
る
場
合（
制
約
あ
り
）、
事
前
に

役
場
で
手
続
き
す
る
こ
と
に
よ
り
通
行
料
金
が

割
引
さ
れ
ま
す
。

今
般
、
金
沢
ナ
ン
バ
ー
に
変
更
さ
れ
た
方
、
あ

る
い
は
今
後
変
更
予
定
の
方
は
、
変
更
後
に
役

場
で
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
者
は
登
録
機
関
へ
の
郵
送

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
登
録
完
了
前
に

Ｅ
Ｔ
Ｃ
レ
ー
ン
を
無
線
通
行
さ
れ
た
場
合
は
、

割
引
処
理
が
行
わ
れ
ず
通
常
料
金
と
な
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
金
沢
ナ
ン
バ
ー
へ
の
変
更
に
限

ら
ず
、
本
制
度
に
は
割
引
有
効
期
限（
身
体
障
害

者
手
帳
等
に
記
載
済
み
）が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

介
護
福
祉
課

17
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福祉センターほのぼの湯の入館につきましては、内 町在住の65歳以上の方を入館料の減免対

象者としておりますが、来年４月１日より減免入館料を下記の通り変更いたします。引き続き、みな
さまのご利用をお待ちしております。

※身体障害者手帳（１級・２級）及び療育手帳を保持する方は従来どおり入館料は免除されます。
なお、ほのぼの湯の入館時間につきましては、10月から午前11時を午前10時としております。

平成19年４月１日施行

区 分

現 行

改 正

入館料

入館料

100円

200円

65歳以上
～

70歳未満

無 料

100円

70歳以上

150円

無 料

サウナ料金

500円

レストルーム廃止

レストルーム

『展望温泉 ほのぼの湯』 
減免対象の方の入館料が変わります。 

『展望温泉 ほのぼの湯』 

平成19年4月より



期間の後半は
大変混み合いますので、

事前予約は早めにしましょう。

暮
ら
し
の
情
報

内
　
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ぜ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
！

犬
ふ
れ
あ
い
広
場
を
開
放
し
ま
す

〈
広
告
〉

18
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行政書士　高桑 久雄

内 町鶴ヶ丘3－120 TEL 286－6188

公正遺言証書・相続・遺産分割協議書・任意後見人契約
建設業許可・変更・経審・指名願い・開発行為申請

法人設立・電子定款・認証・産業廃棄物収集運搬業許可申請
らくらく金沢ナンバー

相続、遺言手続はお済みですか

選
挙
人
名
簿
抄
本
の
閲
覧
制
度

の
改
正
に
つ
い
て

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
冬
場
は
乾
燥
し
や

す
く
、
ウ
イ
ル
ス
も
繁
殖
し
や
す
い
季
節
で
す
。

今
か
ら
体
調
を
整
え
、
か
ぜ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

65
歳
以
上
の
方
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
一
部
公
費
負
担
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
対
象

の
方
に
は
、
既
に「
接
種
券
・
予
診
票
」が
送
ら

れ
て
い
ま
す
。

接
種
希
望
者
は
医
療
機
関
に
電
話
予
約
を
し
、

必
ず「
接
種
券
・
予
診
票
」を
ご
持
参
の
上
、
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

①
外
出
後
や
食
事
前
は
、

う
が
い
・
手
洗
い
を
し
よ
う
！

②
十
分
な
栄
養
と
休
養
を

こ
こ
ろ
が
け
よ
う
！

③
症
状
が
出
始
め
た
ら
、
早
め
に
受
診
！

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
保
健
セ
ン
タ
ー

11
月
に
入
れ
ば
、
何
か
と
気
ぜ
わ
し
く
な
っ

て
き
ま
す
ね
。
内

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
は
、
左
記
の
よ
う
な
仕
事
を
承
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
を
お
待
ち
致
し
て
お

り
ま
す
。

・
雪
吊
り

・
障
子
・
襖
貼
り
作
業

・
除
雪
作
業

・
包
丁
研
ぎ

・
清
掃
業
務（
屋
内
外
）

・
倉
庫
整
理

・
洋
服
直
し

等

困
っ
た
と
き
に
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

一
度
ご
連
絡
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

1
２
８
６
―

２
９
９
２

公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
平

成
１８
年
６
月
１４
日
公
布
）に
よ
り
閲
覧
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
す
。（
施
行
は
公
布
よ
り
６
ヶ
月
以

内
の
政
令
で
定
め
る
日
）

改
正
内
容

〇
閲
覧
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
次
の
３
つ
に
明

確
化
・
限
定
さ
れ
ま
す
。

１
選
挙
人
名
簿
の
登
録
の
有
無
を
確
認
す
る

た
め
に
閲
覧
す
る
場
合

２
公
職
の
候
補
者
等
、
政
党
そ
の
他
の
政
治

団
体
が
、
政
治
活
動（
選
挙
運
動
を
含
む
。）

を
行
う
た
め
に
閲
覧
す
る
場
合

３
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学
術
研
究
そ
の
他

の
調
査
研
究
で
公
益
性
が
高
い
と
認
め
ら

れ
る
も
の
の
う
ち
政
治
・
選
挙
に
関
す
る

も
の
を
実
施
す
る
為
に
閲
覧
す
る
場
合

〇
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
る
閲
覧
や
目

的
外
利
用
の
禁
止
に
対
す
る
違
反
等
に
対

す
る
制
裁
措
置
が
新
設（
過
料
、
刑
罰
規
定

の
新
設
）さ
れ
ま
す
。

〇
選
挙
人
名
簿
抄
本
の
複
写
の
根
拠
と
な
っ
て

い
る
便
宜
供
与
規
定
の
削
除
に
よ
り
複
写

が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
選
挙
管
理
委
員
会

1
２
８
６
―

６
７
２
０

11
月
の
平
日（
休
日
を
の
ぞ
き
ま
す
）、
犬
ふ

れ
あ
い
広
場
を
開
放
し
ま
す
。

■
開
放
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
使
用
条
件

・
使
用
者
は
、
内

町
に
住
所
を
有
し
て
い
る

18
歳
以
上
の
者
で
あ
る
こ
と

・
犬
は
生
後
３
ヶ
月
以
上
で
、
犬
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
が
済
ん
で
い
る
こ
と

・
犬
の
健
康
管
理
が
で
き
て
い
る
こ
と

■
手
続
き
方
法

内

町
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
予
防
の
３
か
条
！
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有料広告募集のお知らせ

広報うちなだ、内 町ホームページに
広告を載せませんか！

「広報うちなだ」
○８分の１ページ相当（５８ｍｍ×８９ｍｍ） １０，０００円／１月
○４分の１ページ相当（５８ｍｍ×１８０ｍｍ）２０，０００円／１月
「内 町ホームページ」
掲載する広告はバナー広告で、１ヶ月を単位とし毎月１日を基準日とします。
○１枠（縦５０ピクセル×横１２５ピクセル） ０５，０００円／１月
詳しくは電話等でお問い合わせください。

問い合わせ先：まちづくり政策部　情報政策課

石
川
県
で
は
、
い
し
か
わ
県
産
木
材

使
用
住
宅
に
補
助
し
て
い
ま
す
！

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金
受
付
中
！

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

19
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住宅用火災警報器の設置・取り付けいたします

各種防災機器取扱店

有限会社　宮本防災工業
内 町宮坂ホ73番地

TEL：286－2051 FAX：286－5455

新築住宅は平成18年6月から
既存住宅は平成20年5月末までに
住宅用火災警報器の設置が義務付けられています。
ご用命は当店まで

内

町
で
は
、
一
般
住
宅
用
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
費
用
に
対
し
、
補
助
制
度
を
設

け
て
お
り
ま
す
。

【
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
は
】

太
陽
の
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
に
変
換
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
が

求
め
ら
れ
る
な
か
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
補
助
金
の
額
は
】

出
力
１
Ｋ
Ｗ
あ
た
り
、
３
３，
７
５
０
円
を

乗
じ
た
額
で
す
。（
上
限
４
Ｋ
Ｗ
・
千
円
未
満

切
り
捨
て
）

■
問
い
合
わ
せ
先

企
業
局

水
道
電
気
課

内

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
連
情
報
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

県
で
は
、
県
内
の
森
林
か
ら
伐
採
さ
れ
た
木

材
を
活
用
し
た
住
宅
建
築
を
進
め
る
た
め
、
ご

自
分
で
住
む
た
め
に
住
宅
を
建
築
し
た
方
に
対

し
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
金
額
▼
１
戸
あ
た
り
20
万
円

■
申
込
期
限
▼
平
成
19
年
３
月
５
日
ま
で

（
対
象
は
平
成
18
年
３
月
１
日
以
降
か
ら
平
成
19

年
２
月
末
日
ま
で
の
完
成
分
）

※
使
用
す
る
木
材
の
加
工
方
法
毎
に
条
件
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
石
川
県
森
林
管
理

課
の
Ｈ
Ｐ

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.ish

ikaw
a.jp
/sh
in
rin
/m

o
kuzai.jyutakuho

jo
.htm

l

を
ご
覧
下
さ
い
。

又
は
、
石
川
県
津
幡
農
林
事
務
所
（
1
２
８

９
―

４
４
５
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
日
常
的
に
車
い
す

を
利
用
し
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難

な
方
に
対
し
て
、
福
祉
車
両
を
利
用
し
て
通
院

な
ど
外
出
の
お
手
伝
い
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。

運
転
が
で
き
る
方
で
、
空
き
時
間
を
車
い
す

で
移
動
が
必
要
な
方
に
役
立
て
た
い
と
思
わ
れ

る
方
歓
迎
で
す
。

尚
、
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
は
、
安
全

運
転
の
た
め
の
講
習
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

■
講
習
会
日
時
▼
12
月
16
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
２
時
30
分

（
昼
食
は
、
用
意
致
し
ま
す
。）

■
集
合
場
所
▼
石
川
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
▼
無
料

■
締
め
切
り
▼
12
月
１
日（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
う
ち
な
だ

1
２
３
８
―

６
５
１
８

内

町
社
会
福
祉
協
議
会

1
２
８
６
―

６
９
５
３

■
小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
ご
案
内

こ
の
制
度
は
、
個
人
事
業
主
ま
た
は
会
社
等

の
役
員
の
方
が
事
業
を
や
め
た
り
退
職
し
た
場

合
に
、
生
活
の
安
定
や
事
業
の
再
建
を
図
る
た

め
の
資
金
を
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
国
が

つ
く
っ
た
共
済
制
度
で
、
い
わ
ば
「
小
規
模
企
業

の
経
営
者
の
た
め
の
退
職
金
制
度
」
と
い
え
ま

す
。
こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
掛
金
は
全
額
所
得
控

除
、
受
け
取
る
共
済
金
も
退
職
所
得
扱
い
又
は

公
的
年
金
等
の
雑
所
得
扱
い
と
な
り
ま
す
。

■
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済（
中
小
企
業
倒
産

防
止
共
済
制
度
）の
ご
案
内

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
、
取
引
先
の
突
然

の
倒
産
が
原
因
で
、
経
営
悪
化
の
危
機
に
直
面

し
た
と
き
に
資
金
を
借
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
、
中
小
企
業
を
守
る
た
め
に
国
が
つ
く

っ
た
共
済
制
度
で
す
。無
担
保
・
無
保
証
人
で
、

積
み
立
て
掛
金
の
10
倍
の
範
囲
内
（
最
高
３，

２
０
０
万
円
）
で
被
害
額
相
当
の
共
済
金
が
借

入
れ
可
能
。
毎
月
の
掛
金
も
税
法
上
、
必
要
経

費
ま
た
は
損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
と
加
入
申
込

み
は
、
商
工
会
、
青
色
申
告
会
、
金
融
機
関
の

本
支
店
の
窓
口
で
取
扱
い
し
て
い
ま
す
。
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特
別
遺
族
給
付
金
っ
て

知
っ
て
い
ま
す
か
！

パ
ロ
マ
工
業
㈱
製
の

瞬
間
湯
沸
し
器
を
お
使
い
の
方
へ

石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
業
務
に
従
事
さ
れ
中
皮

腫
や
肺
が
ん
等
を
患
い
、
平
成
13
年
３
月
26
日

以
前
に
死
亡
さ
れ
た
労
働
者
の
遺
族
の
方
で
、

ま
だ
労
働
基
準
監
督
署
に「
特
別
遺
族
給
付
金
」

の
請
求
を
さ
れ
て
い
な
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
別
遺
族
給
付
金
は
法
施
行
日（
平
成

18
年
３
月
27
日
）か
ら
３
年
経
過
し
た
日
以
降

は
請
求
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

詳
細
、
相
談
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

金
沢
労
働
基
準
監
督
署

1
２
９
２
―

７
９
３
８

石
川
労
働
局
労
災
補
償
課

1
２
６
５
―

４
４
２
６

経
済
産
業
省
は
、
パ
ロ
マ
工
業
株
式
会
社
に

対
し
、
昭
和
55
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で
に
製
造

し
た
同
社
製
の
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
か
し
器
７
機
種

（
Ｐ
Ｈ
―

８
１
Ｆ
、
Ｐ
Ｈ
―

８
２
Ｆ
、
Ｐ
Ｈ
―

１
０

１
Ｆ
、
Ｐ
Ｈ
―

１
０
２
Ｆ
、
Ｐ
Ｈ
―

１
３
１
Ｆ
、
Ｐ

Ｈ
―

１
３
２
Ｆ
、
Ｐ
Ｈ
―

１
６
１
Ｆ
）の
点
検
と
、

必
要
な
改
修
を
行
う
こ
と
を
指
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
製
品
を
お
使
い
の
方
で
、
ま
だ
点
検
・

改
修
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
す
み
や
か
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先

パ
ロ
マ
工
業
株
式
会
社

1
０
１
２
０
―

３
１
４
―

５
５
２

医療費の助成制度　65歳～69歳
■老齢者医療助成制度
この制度は、内 町独自の制度で、内 町に住所を有する65歳から69歳の方を対象に医療費の助成を行うもの

です。対象となる方は、あらかじめ申請により◯町医療費受給者証の交付を受ける必要があります。
※身体障害者１級～３級、療育Ａ、Ｂの手帳をお持ちの方は該当いたしません。（他の制度の対象）

■医療助成金の計算の仕方
医療機関に支払った金額（保険対象分）から一部負担金（健康保険法の規定による前期高齢者（70歳以上）の一部負

担金：※１割または３割）を引いた金額の１／３が助成されます。

■一部負担金の判断基準
平成18年10月１日から健康保険法の改正により健康保険法の前期高齢者の一部負担金が、所得により医療費の１

割を負担する方と３割を負担する方（現役並所得者）となりました。３割負担と判断される方は平成18年10月以後の

医療費について、助成の対象外となる場合があります。

３割負担の方（現役並所得者） 課税所得が145万円以上あり、かつ単身世帯で収入の合計が383万円以上の方

１割負担の方 上記の３割負担（現役並所得者）以外の方

■医療助成金の申請に必要なもの
・◯町医療費受給者証 ・健康保険被保険者証 ・印鑑 ・支払った医療費の領収書（または証明書）

■注意事項
① 医療機関の領収書（または証明書）は、月単位でまとめて翌月以降に申請してください。

② レシートでは受付が出来ません。必ず医療費証明書をもらってください。

③ 助成は時効になる場合があります。申請はなるべく３～４ヶ月に１度は行うようにしてください。

④ 入院等で高額の医療費がかかった場合
【内 町の国民健康保険に加入の方】

助成の申請時に「高額療養費」申請の手続きも行います。

※初回申請時には、世帯主の銀行口座確認（通帳）が必要となります。

【上記以外の健康保険に加入の方】

加入している健康保険者に「高額療養費」の請求を行い、高額医療費

の「支払通知書」が届きましたら領収書と一緒に申請してください。

⑤ 加入の健康保険や銀行口座などの変更があれば必ず届け出をしてく

ださい。

■問い合わせ先 町民福祉部 健康推進課

（平成18年10月１日現在）

■今月の該当者
昭和16年12月１日以前に

生まれた方

■申請受付開始日
11月27日（月）

※該当される方には、
後日ご案内します。
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学
び
の
風

第
86
回
河
北
潟
一
周
駅
伝
競
走
大
会

向
陽
台
保
育
園「
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
」

「
エ
コ
み
ら
い
河
北
」

体
験
教
室
の
ご
案
内

町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
6

地
元
か
ら
地
球
の
こ
と
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

泥
か
ら
生
ま
れ
た「
晶
子
染
め
」

働
く
女
性
の
家
講
座

平
成
18
年
度

『
減
塩
味
噌
づ
く
り
』
参
加
者
募
集

教室名 開催日 受講料

オリジナル
コップを作ろう
（吹きガラス体験)

１１月１５日（水）、

２５日（土）
２，０００円

クリスマスペア
グラスを作ろう
（吹きガラス体験)

1２月１０日（日）、

１７日(日)
４，０００円

携帯ストラップを
作ろう
（バーナーワーク体験）

11月２２日(水)

１２月２日（土）、

２３日（土）

１，０００円

クリスマスオーナ
メントを作ろう
（サンドブラスト体験）

１１月１９日（日）

１２月３日（日）、

２４日（日）

１，５００円

第3日曜日は家庭の日 家庭や行事で、家族で共に過ごし、絆を深めましょう。

■
日

時

１１
月
26
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
会

場
▼
内

町
役
場

町
民
ホ
ー
ル

■
講

師
▼
田
崎

和
江
氏

（
金
沢
大
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
教
授
）

田
崎
教
授
が
研
究
し
て
い
る「
晶
子
染
め
」に

つ
い
て
の
事
例
を
中
心
に
、
地
球
の
不
思
議
、

神
秘
、
可
能
性
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
講
演
後
に
は
、
実
際
に
河
北
潟
の
泥
を

使
っ
て「
泥
染
め
」の
実
験
を
行
い
、
体
験
を
通

し
て
環
境
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

小
学
生
や
女
性
会
の
皆
さ
ん
の
事
例
発
表
や

展
示
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
自
然
環
境
の
尊
さ
を

見
直
す
よ
い
機
会
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
主

催

内

町
連
合
女
性
会
・
内

町
壮
年
会
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

大
正
９
年
11
月
23
日
新
嘗
祭
か
ら
始
ま
り
、

今
年
で
86
回
を
か
ぞ
え
る
、
日
本
一
古
い
駅
伝

大
会
が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ

ま
の
励
ま
し
や
温
か
い
声
援
を
沿
道
に
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
日

時
▼
11
月
23
日（
木
・
祝
）

津
幡
町
役
場
前

午
前
９
時
ス
タ
ー
ト

■
コ
ー
ス
▼
津
幡
町
役
場
前→

宇
ノ
気→

高

松→

七
塚→

内

→

津
幡
町
役
場
前

ゴ
ー
ル

「
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
」は
親
子
で
過
ご
せ
る
集

い
の
場
で
す
。
触
れ
あ
い
遊
び
、
リ
ズ
ム
遊
び
、

歌
、
誕
生
児
紹
介
な
ど
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
遊

ん
だ
後
は
、
食
事
タ
イ
ム
。
２
歳
児
は
昔
懐
か

し
い
お
か
ず
が
毎
回
好
評
で
す
。
お
や
つ
タ
イ

ム
で
は
１
歳
時
は
自
然
の
ま
ま
の
素
材
を
生
か

し
た
安
全
な
お
や
つ
を
食
べ
て
い
ま
す
。

親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
仲
間
と
の
交
流
を
深
め

な
が
ら「
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
」は
毎
回
楽
し
く
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

■
日

時

平
成
19
年
１
月
11
日（
木
）・
12
日（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
会

場

石
川
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

『
ふ
れ
あ
い
の
家
』（
金
沢
市
才
田
町
）

※
参
加
当
日
は
各
自
９
時
ま
で
に
会
場
に
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

■
費

用

１
升
に
つ
き
２，
５
０
０
円
前
後（
桶
は
各
自
で

ご
持
参
く
だ
さ
い
）

※
簡
単
な
昼
食
を
用
意
し
ま
す
が
別
料
金
で
す
。

（
２
５
０
〜
３
０
０
円
程
度
）

■
募
集
数

１
日
に
つ
き
50
升
ま
で（
お
一
人
様
２
升
ま
で
）

※
50
升
に
な
り
次
第
締
め
き
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
先

吉
村
方
ま
で

1
２
８
６
―

２
１
７
２

■
申
し
込
み
期
間
▼
12
月
18
日（
月
）〜
22
日（
金
）

（
期
間
内
に
お
願
い
し
ま
す
）

■
主
催
▼
内

町
健
康
づ
く
り
推
進
員
会

河
北
郡
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
内「
エ
コ
み

ら
い
河
北
」で
は
、
ガ
ラ
ス
工
芸
等
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す（
要
予
約
）。

■
問
い
合
わ
せ
・
ご
予
約
先

河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合「
エ
コ
み
ら
い
河
北
」

1
２
８
８
―

４
５
４
５

◎
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

〜
ド
ラ
イ
の
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ブ
ジ
ェ
〜

・
日

時：

１２
月
１
日
（
金
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

・
講

師：

竹
内

み
よ
え

・
受
講
料：

２，
０
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

・
持
ち
物：

は
さ
み

◎
だ
い
こ
ん
寿
司
作
り
教
室

大
好
評
に
つ
き
今
年
も
開
催
！！

内

の
味
、
だ
い
こ
ん
寿
司
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

・
日

時

１
日
目

12
月
５
日（
火
）（
下
ご
し
ら
え
）

２
日
目

12
月
12
日（
火
）（
漬
け
込
み
）

両
日
と
も
午
前
10
時
〜
12
時

・
受
講
料：

２，
０
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

■
場

所
▼
内

町
働
く
女
性
の
家

■
募
集
定
員
▼
両
教
室
そ
れ
ぞ
れ
15
名

■
締
切
日
▼
11
月
24
日
（
金
）

■
申
込
先

内

町
働
く
女
性
の
家
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プ
ラ
ッ
ツ
／
入
札

Vol.18

●レッツトライ野球教室においでよ！
（内 エンゼルス野球教室）
日時 毎週火曜日 午後4時30分～午後6時30分
場所 鶴ヶ丘小学校グラウンド（雨天 体育館）
対象 鶴ヶ丘小・清湖小1年生～5年生（男女問わず）
講師 山口 省吾
参加費 無料（ただし、スポーツ保険料500円徴収）
＊運動できる服装で、外履きズック、

タオル、グローブ（持っている人）を
ご用意ください。
＊直接グラウンドにお越し下さい！

●硬式テニス ジュニアクラブ
（10回コースを終えましたが引き続きします）
日時 毎週土曜日 午後5時30分～午後7時
場所 清湖小学校 体育館
対象 小学校4年生～中学校3年生
＊内履きの運動靴を着用願います。ラケットはこちらで準備します。

●フレッシュ レディースサークル
日時 毎週火・木曜日 午前10時30分～12時
場所 勤労者体育センター
＊フレッシュテニス・卓球・バドミントン・・・でリフレッシュしませんか？
いずれも、まずは体験していただき、入会を決めた方は、
プラッツ会員手続きをお願いします。
後期会費 ジュニア1000円、一般1750円、
シニア1500円（別途保険料がかかります）

●Eメール platz-u@m2.spacelan.ne.jp ●ホームページ http://www2.spacelan.ne.jp/~platz-u/index.htmlTEL /FAX.286-1231
スポーツクラブプラッツうちなだ事務局（内　町文化会館内）［月 10時～17時　火～金 10時～18時　第2・4土 13時～17時］ 
 

問い合わせ先

★体育館は滑ると危ないの
で、必ず上履きをご用意
ください。

●プラッツの会員無料開放は次の通りです。
イベント・セミナー名

プール開放（第3土曜）

体育館開放（第2日曜）

体育館開放（第4日曜）

初心者エアロビクス（昼）

初心者エアロビクス（夜）

太極拳

11/18・12/16

11/12・（12/10は大掃除予定）

11/26・（12月はお休み）

11/10・12/8

11/27・12/25

毎週火曜日（第１を除く）

10:00～12:00

13:00～16:00

13:00～16:00

10:00～11:30

19:45～21:00

13:30～15:00

温水プール

向粟崎体育館

勤労者体育センター

勤労者体育センター

向粟崎小学校体育館

向粟崎体育館

日 時 間 場 所

宮坂・西荒屋地区面整備実施設計委託業務

宮坂・西荒屋地区土質調査委託業務

9月26日

9月26日

1

2

㈱東洋設計

㈱カナイワ

11,130,000

01,155,000

入 札 名入札月日番 号

（100万円以上） （単位：円）

落札業者 契約金額（税込み）

北部土地区画大学宮坂線道路法面緑化工事

緑台地内舗装改良工事

向陽台浄水場改修工事

9月26日

9月26日

9月26日

●内 町では、公平な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表をしています。対象は予定価格130万円以上の建設工事です。

1

2

3

氷見山産業

北川ヒューテック㈱

木藤建設㈱

2,892,750

10,290,000

03,402,000

入 札 名入札月日番 号

（予定価格公表工事130万円以上） （単位：円）

落札業者 契約金額（税込み）

03,015,600

10,857,000

03,473,400

予定価格（税込み）

平成18年度入札契約一覧

秋も深まって参りました。戸外で活動できるのも、あとわずかですね。今回は、仲間を増やしたい団体をいくつか
ご紹介しますので、この機会にぜひ参加してみませんか。お待ちしております。
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知
っ
得
情
報

10月13日（金）まで受付分

●ペット用柵　●椅子とテーブル（50×80cm）
●ブリヂストン製自動車用タイヤ195/55R15
●子供服（男子110cm～） ●おんぶひも　●子供用毛布
●ベビーカー用雨よけシート　●水槽　　●ピンク色鳥かご

交渉成立
希望者

環境
対策室

提供者

登
録

（
6
ヶ
月
）

紹
介 登

録

（
6
ヶ
月
）

http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku
◆不用品リサイクルの登録情報は内 町のホームページでもご覧いただけます。

町民福祉部 町民生活課 環境対策室 TEL.286-6701登録・問い合わせ先

家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

登録できる品物

無料での提供のみお取扱いします。

¡毛布 ¡14インチ自転車 ¡エアロバイク
¡大根布小学校男児制服上下120cm～130cm
¡血圧計 ¡ベビーモニター ¡布団乾燥機
¡大人用自転車 ¡ロデオボーイ
¡農業用トラクター（野球場にトンボをかけるのに使用したい）
¡子供用自転車18～20インチ（男の子用） ¡洗濯機
¡鶴ヶ丘小学校男子制服（夏ズボン130～150cm）
¡県住用あみ戸 ¡和室用小型テーブル
¡向粟崎小学校制服・体操服（130cm以上） ¡CDラジカセ
¡50cc原付バイク ¡折りたたみ式パイプベッド
¡内 中学校男子・女子制服（160cm以上）
¡新生児用チャイルドシート、ベビーカー、クーハン等ベビー用品

譲って下さい
（希望品）

¡シングルベッド（マット付） ¡和食器
¡大根布小男児制服半ズボン140cm（冬用）150cm（夏用）
¡ヤマハエレクトーン
¡ピアニカ ¡ランドセル（黒色）
¡パイプベッド ¡座卓
¡内 高校男子制服（165～170cm） ¡リコーダー
¡内 中学校女子制服（140～150cm冬服上下）
¡弓道用はかま（女子用）
¡内 中学校女子制服、ブラウス、夏スカート（150cm）
¡チャイルドシート

譲ります
（提供品）

【
手
続
き
方
法
】

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用
金

庫
・
の
と
共
栄
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

小
林

良
子
氏

町
税（
住
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
）の
納
付
は
便
利
で
簡
単
な
手
続
き
の
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

講

師

「
生
活
の
中
の
ち
ょ
っ
と
笑
っ
て
考
え
る
話
」

演

題

11
月
17
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

日

時

11
月
の
は
ま
な
す
大
学（
第
9
回
）

北
陸
中
日
新
聞
社

編
集
局
次
長

松
浦

生
朗
氏

講

師

「
デ
ー
タ
で
読
み
解
く
日
本
、
そ
し
て
世
界
」

演

題

12
月
４
日（
月
）午
後
１
時
30
分
〜

日

時

12
月
の
は
ま
な
す
大
学（
第
10
回
）

内

町
働
く
女
性
の
家

と
こ
ろ

11
月
17
日（
金
）午
後
１
時
〜
４
時

と

き

相
隣
関
係
、
家
族
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、
税
金
、
年
金
、
消

費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
な
ど

人
権
擁
護
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
相
談
専
門
員
が
、
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

総
務
部

税
務
課

問
い
合
わ
せ
先

今
月
の
納
税
納
期
限

平
成
18
年
11
月
30
日（
木
）

町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

◆
国
民
健
康
保
険
税

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
８
期



先月は、自分の食生活を確認するために、
『食事日記』をつけてみることを
お勧めしました。
なぜ太ってきたのか、
自分なりに気づくことができましたか？
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保
健
セ
ン
タ
ー

TEL.286-6101

12月12日［火］
平成17年5月生

12月19日［火］
平成18年8月生 対象

1月16日［火］
平成17年6月生対象

11月14日［火］
平成17年4月生

受付時間
13：00～14：00

対象

対象

1月23日［火］
平成18年9月生対象

11月21日［火］
平成18年7月生

受付時間
13：00～14：00（ ） （ ）

対象

★公費対象は、生後6か月児未満です。
（受付時間／13：00～14：00）

11月 7日［火］
平成15年7月生

受付時間
13：00～14：00

対象

12月 5日［火］
平成15年8月生対象

1月 9日［火］
平成15年9月生対象

乳児健診・予防接種

（ ）

保健センターでは、
月に１回、

健康相談日を設けています。
お気軽にご利用ください。

次回は、

1月15日［月］です。

12月11日［月］平成18年

会場 保健センター
時間 15：00～17：00

※栄養相談は
事前にご連絡
ください。

子どもの育児相談・
栄養相談※

健診後の健康相談
肥満、糖尿病、
高血圧などの相談
心の健康相談

1月15日［月］
平成18年9月生対象

対象

12月 4日［月］
平成18年8月生対象

保健センターは健康生活を応
援します！

5～6か月児の離乳食教室

12月13日［水］
13：30～15：00

（受付・身体計測／13：00～13：30）

テーマ

『こどもたちの
栄養を考えよう』
離乳食すすんでる？

5～6か月児以外の方でも、
離乳食のすすめ方などで聞きたいことがある

方はお越しください。

食欲の秋…食習慣を
チェックしてみよう！
食欲の秋…食習慣を
チェックしてみよう！
肥満を招く食習慣。あてはまる項目に○をつけてみよう

食べ方
Check！

1 1日2食まとめ食いをする
2 すぐに食事を平らげてしまう
3 食後に必ずデザートを
食べてしまう

4 残り物をついつい食べてしまう

食べる時間
Check！

1 仕事に追われて食事の時間
が定まらない

2 接待が多く遅い時間に食事
をすることが多い

食べ物
Check！

1 昼食はファーストフード・イン
スタント食品ですます。

2 甘いものを食事代わりにする
3 外食が多い

食べる状態
Check！

1 調理中につまみ食いをしてしまう
2 子どもと一緒におやつを食べる
3 帰宅したご主人の夕食に
付き合ってしまう

4 食べ物があるとお腹がすいて
いなくても、つい食べてしまう

5 テレビを見ながらお菓子を食べる
6 友達とよく食べ歩きをする
7 人が食べているとついつられて食べてしまう

2月 5日［月］
平成18年10月生

11月26日［日］
9：00～12：00（中央公民館）

11月12日［日］
9：00～12：00（鶴ケ丘北公民館）
13：30～16：00（東京ストアー）

みなさまのご協力を
お願いいたします！

肥満を招く食習慣。あてはまる項目に○をつけてみよう



手遊び・おはなし・体操など親子でお気軽にご参加下さい。

11月10日［金］・17日［金］・24日［金］
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カ
ン
ガ
ル
ー
ム
／
人
口

TEL

286-3739
子育て支援センター
からのお知らせ

★ 消防署見学
日時：１１月１６日（木）１０：３０～１１：３０
場所：内 町消防署
※特に申し込みは必要ありませんので、
当日１０：３０までにカンガルームまで集合して下さい。

今月の催し物

★ パンダクラブ（合同）の「クリスマス会」
日時：１２月１３日（水）（要予約）
場所：多目的ホール
人数：７０組（詳細は来月号にてお知らせします）
★ 親子体操教室
日時：１２月１６日（土）１０：３０～１１：００（要予約）
対象：２歳児（H15.４～H16.3生まれのお子さん）親子
人数：２０組
※「クリスマス会」「親子体操教室」の申し込みは、
１１月２７日（月）よりカンガルームにて受付ます。

１２月の予定

向粟崎
アカシア
旭ケ丘
緑台
千鳥台
向陽台
鶴ケ丘東
鶴ケ丘４丁目
鶴ケ丘５丁目
大根布
大清台

1,719

448

418

774

1,314

735

1,607

936

648

1,628

485

1,799

558

479

842

1,363

808

1,662

1,024

683

1,660

463

3,518

1,006

897

1,616

2,677

1,543

3,269

1,960

1,331

3,288

948

1,201

371

330

606

893

533

1,135

721

521

1,143

439

男
人 口
女 総 数

世帯数区 分

◆内　町字別人口世帯数 平成18年9月末

大学１丁目
大学２丁目
ハマナス
宮坂
北部土地区画
西荒屋
室
湖西
計
前月増減

40

335

390

422

242

522

219

76

12,958

0

247

328

402

438

238

532

255

78

13,859

3

287

663

792

860

480

1,054

474

154

26,817

3

264

265

282

270

144

329

148

49

9,644

4

男
人 口
女 総 数

世帯数区 分

子育て支援センター
からのお知らせ

「カンガルーム内 」は親子で自由に過ごせる集いの場です。
楽しい遊びや行事などを用意してまっていますので気軽に遊びに来てくださいね。

０歳から３歳までの遊びの教室

・あおパンダクラブ（H15．4～H16．3生まれのお子さん対象）

11月15日［水］１０：００～１１：００ ●「クリスマス飾り作り」 準備するもの：木工用ボンド

・きパンダクラブ（H16．4～H17．3生まれのお子さん対象）

11月29日［水］１０：００～１１：００ ●「クリスマス飾り作り」 準備するもの：木工用ボンドとのり

・ピンクパンダクラブ（H17．4～生まれのお子さん対象）

11月22日［水］１３：３０～１４：００ ●「身近なもので・・」

親子で絵本やわらべうたを楽しみましょう

11月30日［木］１０：３０～１１：３０

カンガルームに助産師さんがやってきます。
育児のこと身体の事など、何でもお気軽にご相談下さい。

11月21日［火］１０：３０～１２：００

施設管理日・・・11月27日（月）午後休館・12時まで開所
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ゴ
ミ
収
集
／
当
番
医

ごみ搬出量平成18年9月分

556.19
△ 85.99
25.81
0.28

599.94
△ 87.79
22.37
△ 3.28

22.37
△ 1.60

もえるごみ
（対前月比）

平成18年

598.91
△ 68.80

630.37
△ 68.93

18.77
△ 8.27

平成17年

△ 42.72

△ 30.43

3.60

差引（ － ）

△ 7.13 ％

31.46
△ 0.13 △ 5.65 △ 17.96 ％

23.38
△ 2.56 △ 1.01 △ 4.32 ％

△ 4.83 ％

19.18 ％

増減率

もえないごみ
（対前月比）

17.94
△ 2.08

－
－ 17.94 －％粗大ごみ

（対前月比）
計

（対前月比）
町民1人当り（㎏）
（対前月比）

缶・びん・
ペットボトル等
（対前月比）

（単位：トン）

未来のためのリサイクル

A A BB

※粗大ごみを出す際は、収集日の一週間前までに戸別収集受付センター
（TEL 0120-538-557）へ申し込み、収集日の当日、午前8時までに
粗大ごみ処理券を貼って、玄関先などに出して下さい。

12月
収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎2・5丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

北 部 土 地 区 画

西 荒 屋

室

湖 西

11月
もえる
ごみ

粗大
ごみ

もえない
ごみ 資源物 資源物

毎週
火・金

毎週
月・木

毎週
火・金

もえる
ごみ

粗大
ごみ

もえない
ごみ

8

8

8

8

10

10

10

3

10

3

3

3

3

1

1

1

1

1

1

13

13

13

13

14

14

14

7

14

7

7

7

7

6

6

6

6

6

6

1 6
28

11:00～12:00
18:30～19:30

21
19:00～20:00

21
18:00～19:00

21
19:00～20:00

21
19:30～20:30

16
19:00～20:00

16
20:00～21:00

16
19:00～20:00

17
6:30～7:30

24
6:30～7:30

23
19:00～20:00

23
19:00～20:00

19
8:00～8:30

28
8:00～9:00

28
19:00～20:00

28
18:30～19:30

28
19:00～20:00

28
19:00～20:00

28
18:00～19:00

28
18:30～19:30

毎週
火・金

毎週
月・木

毎週
火・金

13

13

13

13

8

8

8

1

8

1

1

1

1

6

6

6

6

6

6

11

11

11

11

12

12

12

5

12

5

5

5

5

4

4

4

4

4

4

6 4
26

11:00～12:00
18:30～19:30

19
19:00～20:00

19
18:00～19:00

19
19:00～20:00

19
19:30～20:30

21
19:00～20:00

21
20:00～21:00

21
19:00～20:00

22
6:30～7:30

29
6:30～7:30

28
19:00～20:00

28
19:00～20:00

24
8:00～8:30

26
8:00～9:00

26
19:00～20:00

26
18:30～19:30

26
19:00～20:00

26
19:00～20:00

26
18:00～19:00

26
18:30～19:30

角田医院（内・小）

たなべ眼科医院

浅野医院（内・小）

上島クリニック（婦・産・内）

らいふクリニック（内）

二宮内科医院（内・小）

かほく市高松ナ15-1 TEL.281-0012

津幡町北中条8-57-1 TEL.289-6340

かほく市宇野気リ135 TEL.283-0002

津幡町清水ア25 TEL.289-2233

かほく市白尾ロ32-1 TEL.283-6200

津幡町潟端ト70-8 TEL.288-3188

かわむら整形外科医院

北谷クリニック（消・外・小・内）

紺井医院（内・小）

石倉クリニック（外科・皮）

津幡町横浜ヘ35-3 TEL.288-2555

かほく市高松ア1-1 TEL.281-8801

山崎耳鼻咽喉科クリニック

さかきばら内科医院（内・小）
かほく市白尾イ44-2 TEL.283-7070

津幡町庄ト1-15番地 TEL.288-7770

内 町緑台1丁目7 TEL.238-1277

津幡町北中条40街区8番 TEL.289-7767

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

11月～12月

19［日］

23［木・祝］

11月
November

12［日］

10［日］

26［日］

11月15日［水］
12月13日［水］

11月16日［木］
12月14日［木］

11月17日［金］
12月15日［金］

●向粟崎保育所
●宮坂保育所
●北部保育所

●緑台保育所
●鶴ヶ丘保育所
●向陽台保育園

●鶴ヶ丘東保育所
●大根布保育所

アルミ缶、スチール缶、ペットボトルなどは、毎月１回各町会で回収してい
ただいていますが、お仕事などの都合で町会での回収へ持ち込みできな
い方のため、次のとおり休日リサイクルを行いますのでご利用ください。

問い合せ先

11月19日［日］

場　所

内　容 アルミ缶、スチール缶、ペットボトル、ビン類、
紙パック、廃食用油、プラスチック容器

お願い 軽く水洗いしてお持ちください。

日　時 午前10：00～11：30

町民生活課 環境対策室 TEL.286-6701

役場１階裏駐車場

【次回の予定 3月18日（日）】

12月
December

3［日］
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

内

町
は
海
が
近

い
の
で
、
小
さ
い
頃

か
ら
釣
り
を
し
て
よ

く
遊
ん
だ
も
の
で
す
。

そ
の
釣
り
を
本
格
的

に
始
め
た
の
は
4
、

5
年
前
。
春
は
黒
鯛
、

夏
は
鮎
、
秋
に
は
ア

オ
リ
イ
カ
な
ど
、
季

節
に
よ
っ
て
釣
れ
る

も
の
は
違
う
の
で
す

が
、
特
に
鮎
の
友
釣

り
は
ゲ
ー
ム
性
が
高

く
独
特
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
ね
。
い
ろ
ん
な
人
と
触
れ
合
え
る
こ
と

も
魅
力
で
す
し
、
そ
し
て
ま
た
釣
っ
た
時
の
達
成
感
が
た
ま
り
ま
せ

ん
。
釣
っ
た
魚
を
さ
ば
い
て
家
族
で
食
べ
た
り
友
達
と
釣
り
た
て
の

魚
を
つ
ま
み
に
一
杯
飲
む
の
も
楽
し
み
で
す
。

海
釣
り
で
は
よ
く
能
登
に
行
き
ま
す
。
能
登
の
海
は
や
っ
ぱ
り
非

常
に
き
れ
い
で
す
。
底
が
見
え
、
魚
が
泳
い
で
い
る
姿
が
見
え
ま
す
。

内

町
の
海
も
、
浜
も
も
っ
と
き
れ
い
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。
こ

の
町
に
生
ま
れ
育
ち
、
現
在
も
住
む
者
と
し
て
、
故
郷
の
財
産
で
あ

る
海
や
浜
を
守
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

適
度
に
自
然
が
あ
り
、住
み
よ
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。

次回のまいどさんは
石井さんから
誰にバトンタッチ
するのかお楽しみに!

このコーナーでは、
毎回出場者に次回出場者を

リレー方式で
紹介してもらいます。

今
月
は

安
宅
和
恵
さ
ん
か
ら
紹
介
の
あ
っ
た

石
井
弘
一
さ
ん

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
た
か

か
ず
え

い
し
い

こ
う
い
ち

石井弘一さん

平
成
18
年
10
月
10
日
迄

氏

名

父
・
母

住

所

上
坂

う
え
さ
か

大
智

た

い

ち

大
輔
・
美
帆

緑
台
１

進
藤

し
ん
ど
う

直
柔

な
お
な
り

寛
巳
・
真
智
子

大
清
台

木
場

き

ば

太た

一い
ち

洋
則
・
由
賀
子

千
鳥
台
３

中な
か

田た

果
琳

か

り

ん

秀
敏
・
ひ
と
み

ハ
マ
ナ
ス
２

犬
原

い
ぬ
は
ら

快か
い

真
晋
・
真
由
美

鶴
ケ
丘
１

河
口

か
わ
ぐ
ち

未
來

み

く

哲
・
睦
子

ハ
マ
ナ
ス
２

市
川

い
ち
か
わ

史
門

し

も

ん

将
司
・
優
子

鶴
ケ
丘
５

飯
田

い

い

だ

秋
成

し
ゅ
う
せ
い

尚
・
育
恵

宮
坂

橋
本

は
し
も
と

紗
李

さ

り

正
志
・
奈
美

宮
坂

松ま
つ
ば
ら

圭け
い

志し

伸
一
・
志
野

向
陽
台
１

南み
な
み

梓あ
ず

彩さ

善
朗
・
麻
里

西
荒
屋

高
畠

た
か
ば
た
け

優
來

ゆ

ら

明
・
由
夏

向
粟
崎
１

木
下

き
の
し
た

結ゆ
い

花か

孝
博
・
麻
子

旭
ケ
丘

橋
た
か
は
し

椛み

音お
ん

一
郎
・
か
す
み

向
粟
崎
４

高
桑

た
か
く
わ

光こ
う

希き

顕
・
深
冬

千
鳥
台
４

氏

名

父
・
母

住

所

信
藤

し
ん
ど
う

由
衣

ゆ

い

浩
伸
・
由
希
子

千
鳥
台
４

宮
下

み
や
し
た

真
衣

ま

い

啓
・
涼
子

鶴
ケ
丘
１

藤ふ
じ

井い

愛
海

ま

な

み

智
成
・
美
喜
子

鶴
ケ
丘
３

宮み
や

野の

裕
成

ひ
ろ
な
り

登
誌
弘
・
も
と

緑
台
１

五ご

寳ほ
う

み
の
り

秀
雄
・
夏
女

北
部
土
地
区
画

氏

名

住

所

年

齢

端は
し

く
に

子こ

鶴
ケ
丘
５

69
歳

前
川

ま
え
か
わ

か
ね

鶴
ケ
丘
４

103
歳

岩
崎

い
わ
さ
き

又
吉

ま
た
き
ち

室

97
歳

松ま
つ
ば
ら

久ひ
さ

子こ

鶴
ケ
丘
５

78
歳

喜
多

き

た

政
俊

ま
さ
と
し

向
粟
崎
１

82
歳

田た

上が
み

光み
つ

男お

ア
カ
シ
ア
２

75
歳

桶
谷

お
け
た
に

善よ
し

美み

大
根
布
１

55
歳

江え

と
う

ケ
イ
子こ

ハ
マ
ナ
ス
２

70
歳

由よ
し

井い

外
茂
二

と

も

じ

大
清
台

81
歳

北
川

き
た
が
わ

外
義

そ
と
よ
し

向
粟
崎
１

69
歳

こ
ど
も
教
育
相
談

1
２
８
６
ー
０
１
５
１

午
後
１
時
〜
４
時（
月
〜
金
曜
日
）

小
・
中
学
生
と
保
護
者
を
対
象

に
し
ま
す
。

内

町
教
育
セ
ン
タ
ー

内

町
社
会
福
祉
協
議
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
内

町
工
芸
協
会
様
、

内

町
舞
踊
協
会
様
よ
り

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

新に
っ

田た

陽よ
う

介す
け

西
荒
屋

末す
え

岡お
か

香か

純す
み

大お
お

西に
し

慎し
ん

也や

向
粟
崎
１

藤ふ
じ

田た

美み

穂ほ

根ね

ご
ろ

宏ひ
ろ

満み
つ

向
粟
崎
４

依よ

田だ

裕
美
子

ゆ

み

こ

白し
ら

澤さ
わ

日
出

ひ

で

洋ひ
ろ

湖
西

佐さ

武た
け

亜あ

弓ゆ
み

金
沢
市

卯う

坂さ
か

勇
い
さ
む

ハ
マ
ナ
ス
１

新し
ん

甫ぼ

聡さ
と

美み

上う
え

田だ

将
し
ょ
う

吾ご

鶴
ケ
丘
５

坂さ
か

本も
と

綾あ
や

香か

岩い
わ

井い

淳
じ
ゅ
ん

一い
ち

緑
台
１

山や
ま

内う
ち

里
枝
子

り

え

こ

鞍く
ら

田た

善よ
し

寿ひ
さ

津
幡
町

松ま
つ

本も
と

千
加
子

ち

か

こ

大
根
布
１

氏

名

住

所
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うちなだの軌跡
今月のハイライト

昭和５４年９月
公共下水道事業着手

第17回

内 町は昭和54年9月、単独公共下水道事業として

都市計画の決定を行うと同時に、汚水処理区域317ha、

雨水排除区域294haの整備計画として事業認可を受

け、本格的に公共下水道事業に着手しました。この

内 町始まって以来の大事業でまず問題となったのは

財源でした。国・県からの補助金確保に努めるのはも

とより、受益者負担制度等も取り入れることから住民

との対話も重ねられました。また、軟弱な地盤も問題

であり、施工法に高い技術力と工夫が要求されたので

す。そうした困難に直面しながらも、10年の歳月をか

け第一期工事が完了し、平成元年に公共下水道の供用

が開始されました。それからも供用地域を拡大し続け、

今日では人口の97％という県内でも有数の普及率を

誇るようになっています。

●昭和38年頃の町並み。
かつては生活排水も直接側溝を通っていた。

取
材
中
聞
い
た
「
子
は
親
を
み

て
い
る
」と
い
う
言
葉
。
当
り
前
の

こ
と
で
す
が
気
を
付
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
親
ば
か
り
で
な
く
ま
わ
り
の
大

人
す
べ
て
を
見
て
い
ま
す
。
し
か
も

お
そ
ら
く
結
構
細
か
い
部
分
も
。

さ
て
、
毎
年
北
陸
朝
日
放
送
で
企

画
さ
れ
て
い
る「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大

賞
」で
す
が
、
今
年
は
内
灘
町
の
Ｃ

Ｍ
作
品
が
上
位
5
作
品
の
中
に
選

ば
れ
ま
し
た（
ほ
ぼ
ダ
メ
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
わ
か
ら
な
い

も
の
で
す
ね
）。
11
月
13
日（
月
）午

後
6
時
35
分
か
ら
最
終
審
査
の
模

様
等
が
生
放
送
で
流
れ
る
そ
う
で

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｋ.

Ｋ.

た
っ
た
二
種
類
し
か
存
在
し
な

い
も
の
。
男
と
女
。
互
い
に
協
力

し
合
っ
て
こ
そ
住
み
や
す
い
世
の

中
に
な
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
男

女
共
同
参
画
。
決
し
て
目
新
し
い

言
葉
で
は
な
い
は
ず
な
の
に
、
今

さ
ら
の
よ
う
に
取
り
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
も
な
ん
だ
か
悲
し

い
。
金
子
み
す
ゞ
の
詩
に「
み
ん
な

ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
」と
い
う
こ

と
ば
が
あ
り
ま
す
。
世
の
中
の
生

き
物
に
何
一
つ
同
じ
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
違
う
こ
と
が
当
た
り
前
。

認
め
合
わ
な
い
の
は
損
で
す
ね
。

男
か
女
か
で
は
な
く
、
男
も
女
も
。

ど
ち
ら
も
生
き
や
す
い
世
の
中
に

な
り
ま
す
よ
う
に
。

M.

K.


